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昨
年
創
立
六
十
周
年
を
迎
え
た
母
校
で

は
、
１０
月
１３
日
午
前
１０
時
か
ら
体
育
館
に

お
い
て
記
念
式
典
と
記
念
行
事
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
つ
い
で
午
後
１
時
か
ら
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
中
心
に
な
っ

て
祝
賀
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
会
は
、
役
員
が
式
典
と
行
事
に
招
か

れ
て
参
列
す
る
と
と
も
に
、
祝
賀
会
の
た

め
の
実
行
委
員
会
に
役
員
数
名
が
参
画
し

て
祝
宴
開
催
等
に
協
力
し
ま
し
た
。
会
費

制
が
と
ら
れ
た
祝
賀
会
に
は
、
周
年
協
賛

事
業
に
協
賛
し
て
い
た
だ
い
た
当
会
の
有

志
約
七
十
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
は
、
国
旗
と
都
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク

（銀
杏
葉
）
が
正
面
に
掲
げ
ら
れ
た
な

か
、
全
日
制
と
定
時
制
の
在
校
生
が
中
央

に
並
び
、
教
職
員
、
来
賓
、
同
窓
会
。
Ｐ

Ｔ
Ａ
関
係
者
が
左
右
に
列
席
し
て
、
国
歌

斉
唱
で
始
ま
り
ま
し
た
。
冒
頭
の
式
辞
の

な
か
で
高
橋
校
長
は

「高
い
理
想
を
も
っ

て
自
ら
を
向
上
さ
せ
、
期
待
に
応
え
て
い

く
大
泉
の
良
い
伝
統
を
継
承
し
て
、
生
徒

変
革
社
会
で
の

「自
己
実
現
」

母
校
六
十
周
年
記
念
式
典

・
祝
賀
会

祝
賀
会
実
行
委
員

度
川
和
男

金］同１０
３

の
自
己
実
現
に
助
力
し
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

都
教
育
庁
、
旧
教
職
員
等
を
代
表
す
る

来
賓
か
ら
の
祝
辞
や
挨
拶
が
あ
っ
て
か
ら
、

在
校
生
の
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
ま
し
た
。
全

日
制
代
表
は
、
六
十
年
前
の
暗
い
世
相
に

思
い
を
馳
せ
て

「今
だ
か
ら
こ
そ
個
の
ア

イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
ー
を
確
立
し
、
世
の
不

正
を
正
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
壇
上
に
立
っ
た
定
時
制
代
表
か

ら
は
、
働
き
な
が
ら
学
べ
る
嬉
し
さ
い
っ

ぱ
い
の
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
ま
し
た
。
「中
学

で
は
、
不
良
少
年
の
よ
う
に
過
ご
し
た
た

め
、
高
校
へ
進
学
で
き
る
わ
け
も
な
く
、

親
に
言
わ
れ
る
ま
ま
各
種
学
校
へ
行
っ
て

調
理
師
に
な
っ
た
。
ハ
ン
セ
ン
病
の
国
立

療
養
所
。
全
生
園
で
給
食
の
仕
事
を
し
て

い
る
な
か
で
、
あ
る
医
師
か
ら
医
療
の
話

を
聞
き
、
未
知
の
世
界
に
魅
せ
ら
れ
て
医

者
に
な
り
た
く
な
っ
た
。
十
七
歳
で
の
決

意
で
遠
回
り
み
た
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
自
分
で
人
生
を
変
え
て
み
た
い
。
や

り
直
し
の
試
み
が
で
き
る
、
大
泉
高
校
は

素
晴
ら
し
い
処
だ
と
思
う
」

い
ち
早
く
全
日
制
生
徒
の
中
か
ら
拍
手

が
起
き
上
が
り
、
み
る
ま
に
万
雷
の
拍
手

と
な
っ
て
響
き
渡
り
ま
し
た
。
現
実
の
社

会
体
験
に
裏
付
け
ら
れ
、
地
に
足
の
着
い

た
内
容
が
、
な
か
で
も
際
立
っ
た
爽
快
さ

と
迫
力
を
も
っ
て
人
々
の
胸
を
熱
く
し
、

式
典
は
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。

校
歌
斉
唱
で
閉
式
と
な
り
、
そ
の
ま
ま

記
念
行
事
へ
移
っ
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
郭
道
局
の

池
上
彰
主
幹

（高
２．
期
）
に
よ
る
講
演
と

在
校
生
吹
奏
楽
部
の
演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。

ブ
ラ
ス
演
奏
が
力
強
く
、
爽
や
か
に
鳴
り

響
く
の
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
、
会
場
の

外
は
快
晴
の
秋
晴
れ
で
し
た
。

祝
賀
会
は
現
旧
の
教
職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関

係
者
等
あ
わ
せ
て
三
百
数
十
名
が
集
ま
っ

て
始
ま
り
、
六
十
周
年
記
念
に
桜
の
苗
木

と
植
栽
費
用
を
母
校
へ
贈
呈
す
る
目
録
が

祝
賀
会
実
行
委
員
長
か
ら
高
橋
校
長
へ
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
贈
呈
に
は
当
会
有

志
の
方
々
か
ら
の
協
賛
金
も
入
っ
て
お
り

ま
す
。
植
栽
さ
れ
た
若
木
は
、
こ
の
春
、

桜
並
木
の
中
で
咲
き
揃
っ
て
い
ま
し
た
。

祝
宴
は
こ
も
か
ぶ
り
の
鏡
開
き
で
始
ま

り
、
黒
塗
り
特
製
記
念
枡
で
祝
い
の
美
酒

が
酌
み
交
わ
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
当
会

の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
合
唱
団
か
ら
練
習
曲
の
披
露

が
あ
っ
た
後
、
歓
談
が
会
場
全
体
に
盛
り

上
が
っ
て
い
き
、
終
宴
は
昔
懐
か
し
い
手

振
り
の
予
鈴
で
締
め
ら
れ
ま
し
た
。

母
校
の
校
章
は
、
あ
り
き
た
り
の
桜
の

紋
章
を
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
に
一
八
〇
度
転

回
さ
せ
て
い
て
、
安
定
感
よ
り
も
躍
動
感

を
、
と
「進
取
」
「自
主
創
造
」
が
教
育
目

標
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
当
日
の
諸
行
事

去
る
６
月
２７
日
、
東
京
都
教
育
庁
は
、

高
橋
校
長
に
対
し
、
今
秋
に
策
定
予
定
の

都
立
高
新
配
置
計
画
案
を
提
示
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
の
中
で
、
大
泉
高
校
は
小
石

川
、
両
国
な
ど
８
校
と
と
も
に
中
高
一
貫

教
育
校
の
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
高
一
貫
教
育
校
の
形
態
と
し
て
は
、

母
校

・
大
泉
高
校
は
ど
う
変
わ
る
か

中
高

一
貫
教
育
校
へ
の
変
革
案
提
示

を
通

じ

て

み

る
と
、

生

徒

の

ス
ピ

ー
チ

が

け
だ

る
く

な

り

か
け

た
式

典

を
引
締

め

た

こ
と
や
、

ほ

と

ん

ど

の
生

徒

が
式

典

に
カ

ジ

ュ
ア

ル
な
服
装

で
臨

み
、　

一
部

の
生

徒

が

国
歌
斉

唱

の
と

き
着

席

の
ま

ま

口
を

つ

ぐ

ん

で

い
た

こ
と
等

に
、

あ

り

き

た
り

で

な

い
斬

新

さ
が

あ

り

ま
し

た
。
前

例

踏

襲

の
安

易

な
姿

勢

を
打

破

し

つ

つ
も
、

内

外

の
社
会

に
真

に
調

和

す

る
自

己
実

現

を

目

指

し

て
、
建

学

の
精

神

を

さ
ら

に
躍

動

さ

せ

て

い

っ
て
ほ

し

い
と
思

い
ま

し
た
。

＊
Ｈ

Ｐ
に
当

日

の
詳

細

な

報
告

が

あ

り
ま

す
。

併

せ

て

ご
覧

く

だ

さ

い
。

（広

報

部
）

都
立
高
校
を
６
年
制

の
都
立
中
等
教
育
学

校

に
改
編
す
る
案
と
、
都
立
高
校

に
都
市

中
学
を
併
設
す
る
案
が
あ
り
、
各
校

の
教

育
内
容

の
検
討
を
踏
ま
え
て
決
定
す
る
も

の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
紙
が
発
行
さ
れ
る
頃

に
は
、
更

に
検

討
が
進
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
都

は
大
泉
高
校

に

つ
い
て
は
平
成

２２
年
度
中

学
入
学
生

か
ら
実
施
す
る
予
定
と
し
て
お

り
、
今
後

の
動

き
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

桜の苗木 (目録 )を 贈 呈

い
ず
み
会
総
会
・
懇
親
会

１０
月
２７
日
日

午
後
１
時
～
母
校
に
て
開
催
（舗
じ

機鰤鼈機鼈

岡部先生の指揮 で合唱 を披 露
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定時幹事総会  出席者一覧徹称略)
登 録 幹 事 総 数 :612名   出席 幹 事 数 :57名   委任 状 提 出幹 事 数 :193名

(幹事 )中1期 :春 日孟、小川喜卯六、高2期 :桜 井宏、高3期 :仙 田場一、高5期 :嶋 正

彦、青山喜彦、高6期 :梅 澤や よひ、高橋保孝、篠匡昭、今村邦夫、石井岱三、有田二

郎、高7期 :山 田清子、高8期 :茂 木光男、堤美穂子、高9期 :湊 弘子、武市則昭、大軒

史子、相原英子、清水信、高10期 :角 原佑一、ガゞ 11皓司、藤田肇、野口悦子、保延義

夫、西谷和子、高11期 :富 田順子、真田宗興、椎葉亮一、北上俊人、村井千枝、広瀬

芳子、加藤勇、高12期 :相 川光夫、高13期 :山 本章義、丸山和郎、高14期 :浦 田佐恵

子、布施百合子、高16期 :大 場修一、鈴木哲、高18期 :杉 山明美、高20期 :讃 井正

光、川口章子、土肥暁美、菊池素子、高21期 :若 林和子、高22期 :河 北康子、高27期 :

宇野伸一、飯 田良弘、高28期 :野 島陽子、高29期 :大 久保靖、高30期 :山 本孝文 :高

31期 :和 藤真由子、高瀬浩和、原秀年、高32期 :仲 沢浩一、高44期 :伊 東 よりこ (以

上幹事57名 )高3期 :宮 寺秀雄、高6期 :村 井和郎、井上暉夫、高9期 :須 藤一彦、高10

期 :長 島慶子、廣川和男、井上康子、高22期 :肥 沼年光、高52期 :関 島雄太郎 (以上

会員9名) 合計66名

平
成
１４
年
６
月
１６
日

（日
）
午
後
２
時

よ
り
、
母
校
会
議
室
に
お
い
て
定
時
幹
事

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
司
会
の
山
本

氏
（高
３０
期
）
の
進
行
に
よ
り
、
会
長
挨
拶

（代
理
茂
木
副
会
長
Ｘ
議
事
録
署
名
人
（藤

田
氏
・
高
１０
期
、
浦
田
氏
・
高
１４
期
）
の

選
任
の
あ
と
、圭祓
長
に
野
島
陽
子
氏
（高
２８

期
）
が
選
出
さ
れ
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
平
成
１３
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
決

算
報
告
に
つ
い
て
、
土
肥
理
事
及
び
廣
川

理
事
よ
り
報
告
が
あ
り
、
母
校
六
十
周
年

の
記
念
事
業
の
収
支
に
つ
い
て
の
質
疑
の

あ
と
、
春
日
監
査
役
か
ら
、
監
査
報
告
が

あ
り
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
平
成
１４
年
度

事
業
計
画
案
、

予
算
案
に
つ
い
て
同
様
に
説
明
が
あ
り
、

総
会
参
加
費
に
つ
い
て
の
質
疑
の
あ
と
、

異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

３
番
目

に
、

い
ず

み
会
規
則

の
改
正
案

に

つ
い
て
、
大
場
理
事

か
ら
、

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

の
開
設

に
伴

い
、
従
来

の
東
本
報
部
」

の
名
称
を

「広
報
部
」

に
変
更
す
る
と
の

説
明
が
あ
り
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し

た
。４
番
目

に
、
役
員

の
改
選
が
諮
ら
れ
、

大
場
理
事
よ
り
次

の
よ
う
な
経
緯

の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

「次
期
役
員
選
挙

の
公
告
を
、
い
ず

み
会

会
報

４５
号

に
掲
載
。
立
候
補

お
よ
び
推
薦

の
締
切
日
の
平
成

１４
年

１
月
末
日
時
点

で

は
、
役
員

の
定
数
を
満
た
す
届
出
が
あ

っ

た
。
そ
の
後
、
本
人

の
事
情

に
よ
り
、
辞

退
者
が
数
名
生
じ
、
会
長

お
よ
び
理
事

の

候
補
者
数
が
定
数
を
下
回
る
こ
と
に
な

っ

た
。
そ
こ
で
、
理
事
会

で
審
議
し
、
幹
事

総
会

の
通
知

で
会
長
と
理
事

の
再
募
集
を

行
う
旨
を
幹
事
全
員

に
お
知
ら
せ
し
た
も

の
で
あ
る
。
」

こ
の
説
明

に
引
き
続
き
、
候
補
者

の
紹

介
が
あ
り
、
議
長
よ
り
、
新
役
員
候
補

に

対
し
承
認
が
求
め
ら
れ
、
満
場
異
議
な
く

拍
手

に
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
鈴
木
幹
事

（高

１６
期
）
か
ら
、

「
田
中
前
会
長
は
１０
年
間

の
永

き

に
亘

っ

て
新
生

い
ず

み
会

の
発
展

に
尽
く
さ
れ
た
。

名
誉
会
長

の
称
号
を
贈
る
こ
と
を
提
案
す

る
。
」
と

の
動
議

が
出

さ
れ
、
審
議

の
結

果
、
田
中
前
会
長
を
規
約
第

２．
条

に
規
定

す
る

「
顧
問
」

に
推
挙
す
る
こ
と
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

次

い
で
、
報
告
事
項

に
入
り
、
総
務

・

企
画
部
、
会
報
部
、
名
簿
部
、
会
計
部
、

母
校
関
係
、
母
校
六
十
周
年
記
念
事
業
関

係

の
報
告
と
、
「
２
の
会
」
出
席
幹
事
全
員

の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昨
年

か
ら
の
継
続
審
議
事
項

や
議
事
録

に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
最
後

に
新
役
員
を
代
表
し
、
石
井
会
長
、
加
藤

副
会
長
、
角
原
副
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、

総
会
は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
閉
会
後
、
引
き
続
き
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
、
出
席
幹
事
が
和
や
か
に
懇
談
し

ま
し
た
。

い
ず
み
会
で
は
、
総
務
。名
簿
人
本計
。

広
報
の
各
部
門
に
つ
い
て
、
お
手
伝
い
を

し
て
く
だ
さ
る
方
々
を
求
め
て
い
ま
す
。

年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（手
当
も
あ
り

ま
せ
ん
）

同
窓
会
運
営

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
職
種

の

卒
業
生
が
集
ま

っ
て
お
り
、
社
会

の
小
断

面
を
見
る
よ
う

で
す
。
大
泉
高
校

の

「
曰

じ
釜

の
飯
を
食

っ
た
」
先
輩
た
ち
後
輩
カ

ち
と
楽
し
く
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
′

平成13年度 収支決算 平成14年度 収支予算

収入の部 (単位 :円) 収入の部 (単位 :円)収入の部

1 寄付 (平成12年度)

2 寄付 (平成13年度)

(単位 :円 )

1,779,000

348,000

1 新入会員入会金 (290人)1,450,000

2 本年度分会費 (2589人)2,589,000

1 新入会員入会金 (280人)1,400,000

2 本年度分会費 (2327人)2,327,000

3 本年度分寄付

4 雑収入

5 2000年 名簿等売上

6 総会参加費

収入合計

支出の部

1 口座振替手数料

2 母校へ寄付

3 上記の手数料

4 いずみの広場工事費

5 記念誌購入 ・送付代

6 祝賀会案内印刷 。発送費

7 会議 ・文具 。その他

3 本年度分寄付

4 雑収入

5 2000年 名簿等売上

6 総会参加費

2,127,000

30,710

1,000,000

735

301,100

171,665

54,306

59.894

695,000

44,107

173,500

422,500

685,500

50,000

90,000

375,000

当期収入合計

支出の部

1 総会費

2 役員、幹事会合費

3 監査役会費

4

5

6

7

8

9

10

11

12

当期収入合計

支出の部

1 総会費

283,700   2 役員、幹事会合費

9,950   3 監査役会費

5,374,107

480,812

4,927,500

505,000

340,000

10,000

2,690,000

102,090

220,000

180,000

70,000

50,000

支出合計

収支の部

収入合計

支出合計

母校より返金

剰余金

一般会計次期繰越金

詢受会費等及び利息

詢受金 60周 年剰余金

名簿発行引当金

合計

司窓会名簿 (2000年発行)

パソコン (購入分)

プリンター

パソコン
`リ
ース今ヽ

1,618,410

2,127,000

1,618,410

424,638

933,228

8,815,473

16,505,107

933,228

2,943,232

29,197,040

1,008「8

3台

1台

,イヽ

2,357,096

111,605

134,910

156,061

36,877

38,917

200,000

16,380

327,193

218,394

広報費

会費徴収経費

名簿調査管理費

母校連絡費

新会員活性費

雑費

名簿積立金支出 (次回分)

予備費

設備、什器、備品費

13 総務部業務委託費

4 広報費

5 会費徴収経費

6 名簿調査管理費

7 母校連絡費

8 新会員活性費

9 雑費

10 名簿積立金支出 (次回分)200,000

11 予備費 100,000

12 設備、什器、備品費    138,200

13 総務部業務委託費 600,000

当期支出合計

当期収支の部

1 当期収入合計

2 当期支出合計

4,371,895

5,374,107

4,371,895

当期支出合計

当期収支の部

1 当期収入合計

2 当期支出合計

5,205,290

4,927,500

5,205,290

当期収支差額 1,002,212 当期収支差額 △ 277,790

前期繰越金 7,813,261 前期繰越金 8,815,473

幹
事
総
会
報
告

事
務
局
幹
事
募
集

いずみ会財産目録
(2002331現 在 単位 :円)

力 tll緑誠 金 R RlR 47R ヵ ln組 織 全 R AR7 6R3
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会
長
挨
拶

石
井
岱
三

（高
６
期
）

魃
新
役
員
紹
介

〈バ　
　
長
　
　
石
井

副

〈バ
長
　
　
角
原

副

〈本
長
　
　
加
藤

副

〈本
長
　
　
大
場

事
務
局
長
　
　
一局
橋

総
務
部
長
　
　
土
肥

名
簿
部
長
　
　
大
軒

会
計
部
長
　
　
今
村

広
報
部
長
　
　
北
上

理
事

〈総
務
〉
菊
谷

理
事

〈総
務
〉
桜
井

理
事

〈総
務
〉
村
井

理
事

〈広
報
〉
須
藤

理
事

〈総
務
〉
田
島

理
事

会
本計
〉
戸
田

理
事

〈名
簿
〉
野
島

理
事

〈広
報
〉
大
久
保

理
事

〈名
簿
〉
原

理
事

〈広
報
〉
仲
沢

監
査
役
　
　
　
一退
藤

監
査
役
　
　
　
廣
川

監
査
役
　
　
　
鈴
木

企局
６
期
）

全局
１０
期
）

全局
１１
期
）

（高
１６
期
）

公尚
６
期
）

企局
２０
期
）

（高
９
期
）

（高
６
期
）

（高
１１
期
）

義
美

（中
２
期
）

宏

（高
２
期
）

和
郎

（高
６
期
）

一
彦

（高
９
期
）

寛

全局
１０
期
）

一
誠

（高
１３
期
）

陽
子

（一局
２８
期
）

靖

（高
２９
期
）

秀
年

（高
３．
期
）

浩
一
（高
３２
期
）

寛

企局
７
期
）

和
男

（高
１０
期
）

哲

（高
１６
期
）

こ
の
度
、
同
窓
会

「
い
ず

み
会
」

の
幹

事
総
会

に
て
会
長

に
就
任
致
し
ま
し
た
石

井
岱
三
で
ご
ざ

い
ま
す
。

高
校

６
期

の
卒
業

で
埼
玉
県
飯
能
市
よ

り
通
学
ｔ
、
現
在
も
同
市

に
住
居
す
る
こ

と
６６
年

で
す
。
当
時

（昭
和
２６
年
入
学
）

は
木
造

の
電
車

で
９０
分
く
ら

い
通
学

に
か

か
り
、
畑

の
中

に
あ
る
高
校

に
通

い
ま
し

た
。
校
舎
も
木
造

二
階
建

て
に
平
屋

の
バ

ラ
ッ
ク
建

て
が

一
棟

と
広

い
グ

ラ
ン
ド
が
、

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
見
え
た
も
の
で
す
。

現
在

の
校
門

か
ら
玄
関

ま
で
の
桜
並
木

は
私
た
ち
の
時
代

か
ら
あ

っ
た
も

の
で
す
。

久
し
ぶ
り
に
桜
並
木

の
下
を
通
る
と
思

い

出
深

い
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
同
時

に
伝

統
あ
る
大
泉
高
校

の
存
在

と
重
た
さ
を
感

じ
て
も
お
り
ま
す
。

私
も
浦
島
太
郎

の
よ
う
な
も

の
で
卒
業

し
て
か
ら
学
校

に
足
を
運
ん
だ
こ
と
が
数

回
ぐ
ら

い
し
か
な
く
、
現
在
ま
で
の
会

の

状
況

に
つ
い
て
は
全
く
と
言

っ
て
よ

い
ほ

ど
知
識
が
な

い
こ
と
に
不
安
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。
幸

い
な
こ
と
に

「
大
泉
が
大
好

き
」
と

い
わ
れ
た
理
事
さ
ん
た
ち
が
お
り
、

ま
た
同
窓
会
を
熟
知
し
て
い
る
こ
と
が
私

に
と

っ
て
何
よ
り

の
こ
と
と
思

い
安
堵
し

て
お
り
ま
す
。

会

の
運
営
も
少
子
高
齢
化
時
代

の
波

に

影
雪
さ
れ
て
先
が
読

み
に
く

い
部
分
も
あ

る
よ
う
で
す
が
、
理
事
さ
ん
た
ち
と
十
分

話
し
合
い
を
し
て
、
創
意
工
夫
を
し
な
が

ら
方
向
付
け
を
し
て
行
け
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

大
泉
高
校
も
中
高
一
貫
の
指
定
校
と
な

り
平
成
２２
年
開
校
予
定
で
中
学
校
舎
等
の

建
設
な
ど
発
展
計
画
も
あ
る
よ
う
に
聞
い

て
お
り
ま
す
。
教
育
の
改
革
期
の
な
か
で

同
窓
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
視
野
に
入

れ
て
考
え
る
時
期
で
あ
る
と
も
考
え
て
お

り
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様
方
に
は
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

退
任
の
挨
拶

前
会
長
　
田
中

英
道

平
成
４
年
、
「新
生
い
ず
み
会
」
の
発
足

時
に
会
長
に
推
挙
さ
れ
、
「開
か
れ
た
い
ず

み
会
」
を
基
本
理
念
に
若
い
会
員
と
活
動

し
て
参
り
ま
し
た
。
規
約
改
正
、
会
費
制

導
入
に
よ
る
財
政
基
盤
の
確
立
、
組
織
の

構
造
改
革
等
を
行
い
、
年
１
回
の
総
会
を

「
＊
の
〈こ
に
よ
る
企
画
運
営
で
、
参
加
会

員
数
が
飛
躍
的
に
増
大
し
ま
し
た
。
自
主

創
造
の
母
校
の
教
え
を
受
け
継
ぎ
、
自
信

と
誇
り
を
持
っ
た
会
員
各
位
の
い
ず
み
会

活
動
へ
の
参
加
に
よ
り
、
和
や
か
で
愛
さ

れ
る
い
ず
み
会
が
育
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の

１０
年
間
に
、
い
ず
み
会
創
立
５０
周
年
、
母

校
創
立
６０
周
年
記
念
事
業
も
計
画
さ
れ
、

盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
は

将
来
の
母
校
資
料
館
の
礎
と
な
る
べ
き

『
い
ず
み
の
広
場
』
が
完
成
し
、
ま
た
長

年
、
練
馬
区
へ
の
陳
情
を
続
け
て
き
た
校

門
前
通
学
路
の
拡
幅
整
備
工
事
も
終
わ
り
、

後
輩
た
ち
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
無
事

１０
年
間
会
長
を
続
け
て

こ
ら
れ
た
こ
と
を
感
謝
し
、
母
校

の
益

々

の
発
展
と

い
ず

み
会

の
隆
盛
を
期
待
し
て

や
ま
な

い
こ
と
を
表
明
し
て
退
任

の
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

俊 邦 史 暁 保 修  佑 岱
人 夫 子 美 孝 一 勇 一 三

平成14年度 事業計画平成13年度 活動報告

1.平 成 13年6月 9日 (土)、母校会

議室 にて定時幹事総会が開催
され、平成12年度事業報告 。決

算、平成13年度事業計画 ・予算
案が承認 され、同期会の活性化

策等に関 して、活発な議論が交
わされました。
2.10月 1日、「会報いずみ」第45

号 を発行 し、ホームページの開
設やいずみの広場、母校及び恩

師の近況などの記事 を掲載 し、
全会員に送付 しました。
3.11月 11日 (日)、いずみ会の総
会 ・懇親会 を母校 にて開催 しま
した。懇親会 は旧制中学の卒業
生、及び卒業期の下一桁が1の

期が 「1の 会」を結成 して、企

画立案 。運営にあた り、会員 ・

恩師合わせて180名余が出席 し

ました。
4.平 成 12年3月 に開設 したホー
ムページの更 なる充実 を図 り
ました。恩師の近況、住所不明

者一覧等を掲載 した結果、平成
14年4月 までに約1200件 のアク

セスがあ り、住所
′
情報 も52件寄

せ られました。
5.例 年3月に開催 していた名簿

幹事懇親会 を、 7月 。10月 。3月
の3回 に分 けて開催 し、名簿修
正作業や名簿 データの取 り扱
いについて討議 しました。
6.母 校 との連携強化 を図 るた

め、7月 14日 (土)に母校 との懇

親会 を開催 し、60周年記念協賛

事業の協力態勢等 について懇

談 しました。
7.母 校文化祭で、文京女子大学
教授 ・山下泰子氏 (高 9期 )の記
念講演 (演題 「21世紀 をどう生
きるか ―男女共 同参画社会
の実現に向けて一」)を 開催 し、
好評 を得 ました。
8.母 校倉U立60周年 を記念 し、「い

ずみの広場」開設等の記念事業
を実施 したほか、10月13日 (L)

|こ|ま、記念式典のあと6D言己発蚤響電

賀会 を共催 し、還暦 を迎 えた母

校 を祝いました。

1.総 会を、平成14年10月27日 (日)母 校にて開催予定。総会後

の懇親会の企画立案。運営については、高校卒業期の下一桁が

2の期による 「2の会Jが 担当します。

2.定 時幹事総会を、6月16日 (日)母校にて開催。G」記事参照)

3.会 報いずみ第46号を、9月に発行します。(本紙)

4.名 簿情報の整備のため、名簿幹事の集いを年3回開催し、住所

不明者の判明率の向上を図り、インターネットを通じての情報

にも積極的に対応します。

5.会 員との情報交換の拡充のため、いずみ会ホームページの更

新サイクルを高め、同期会等の開催案内を掲載し、会員相互の

交流を応援します。

6.母 校の完全週休2日制の施行等に伴い、従来以上に緊密な連携

を保つこととします。

7。新幹事 (高54期)お よび若手幹事との協力態勢の強化に努め

ます。

8.新 卒業生に対し、入会式を行い会員、幹事としての自覚を促

します。

9.会 費納入率を高めるため、HPに よる啓蒙や納入方法の改善等

の方策を検討します。

10.事 務作業の外部委託により、事務局体制を拡充します。
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平
成
１３
年
度
い
ず
み
会

総
会
・
懇
親
会
報
告

昨
年
度
の
い
ず
み
会
総
会
・
懇
親
会
は
、

例
年
よ
り
や
や
遅
め
の
平
成
１３
年
１１
月
１１

日
に
母
校
で
開
催
さ
れ
、　
一
七
七
名
の
会

員
と
一
六
名
の
恩
師
の
先
生
方
が
出
席
し

ま
し
た
。

午
後
１
時
か
ら
、
視
聴
覚
室
で
総
会
が

開
催
さ
れ
、
田
中
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、

１０
月
１３
日
に
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
、
図
書
室
に
隣

接
し
て

「
い
ず
み
の
広
場
」
が
整
備
さ
れ

た
こ
と
等
の
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
に
引
き
続
き
、
会
場
を
円
形
校
舎

食
堂
に
移
し
、
旧
制
中
学
期
及
び
卒
業
期

の
下
一
桁
が
１
の
期
の

「１
の
会
」
が
企

画
・
運
営
す
る
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

１
の
つ
く
日
程

に
も
気
合

い
の
程
が
感

じ
ら
れ
、
最
若
手

の
高

５．
期

（！
）
幹
事

の
水
藤
君

。
平
野
さ
ん
の
初

々
し

い
司
会

で
、
「
い
い
つ
き
。
い
い
ひ
。
た
ま
に
は
来

い
よ
、
大
泉
」

の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ

の

も
と
に
、
生
ビ
ー
ル
に
美
味
し

い
料
理
で
、

懇
談

に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

高
校
時
代

の
部
活
や
、
趣
味
、
現
在

の

夢
を
記
入
し
た
名
札
を

つ
け
た
参
加
者

は
、

会
場

の
壁

に
貼
ら
れ
た
恩
師

か
ら
の
葉
書

を
見
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
デ

モ
ン
ス

ト

レ
ー
シ

ョ
ン
を
覗

い
た
り
し
て
、
懐

か

し
さ
に
ひ
た
り
、
愉
し

い
時
を
過
ご
し
、

締

め
く
く
り
に
は

「
２
の
会
」

へ
の
引
継

が
な
さ
れ
、
記
念
写
真

の
後
、
盛
大

に
散

会
し
ま
し
た
。

２
０
０
１
年

Ｈ
月

１１
日

の
総
会

に
続
く

懇
親
会

の
世
話
役

と
し
て
、
「
１
の
会
」
で

は
６
回
の
集
ま
り
を
持

ち
ま
し
た
。
「
い
い

月

い
い
日
」
「
た
ま
に
は
来

い
よ
、
大
泉
」

と

い
う
キ

ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
が
決
ま
り
、

旧
制
中
学
期

の
経
験
豊

か
な
幹
事
諸
氏

か

ら
若

い
期

の
幹
事
諸
君
ま
で
の
協
力
態
勢

が
回
を
重
ね
る
ご
と
に
整

っ
て
ゆ
き
ま
し

た
。そ
の
会
合

に
お
い
て
の
中
心
的
な
課
題

は
、
「年
齢
差

の
開

い
て
い
る
会
員
同
士
が

ど
う
し
た
ら
交
流

で
き
る
か
」
、
「
３０
歳
代

以
下

の
若

い
会
員

の
参
加
を
ど
う
し
た
ら

促
進

で
き
る
か
」
な
ど
で
、
ど
れ
も
難
問

で
し
た
が
果
敢

に
取
り
組

み
ま
し
た
。
そ

の
ア
イ
デ

ィ
ア
の
１

つ
が
、
「
名
札
」
の
活

用
で
し
た
。
果
た
し
て
、
そ
れ
を
読

み
合

平
成
１３
年
９
月
２３
日
午
後
、
山
下
泰
子

さ
ん

公尚
９
期
）
の
、
「２．
世
紀
を
ど
う
生

き
る
か
―
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
て
」
と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
２９
年
に
高
校
生
だ
っ
た
山
下
さ
ん

は
、
生
徒
会
選
挙
の
あ
り
方
に
疑
間
を
感

じ
、
そ
の
是
正
を
訴
え
、
自
ら
生
徒
会
長

に
就
任
し
て
、
様
々
な
改
革
に
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
の
就
職
時
に
初

め
て
出
会
っ
た
男
女
差
別
の
実
態
、
こ
の

現
実
が
山
下
さ
ん
を
男
女
差
別
解
消
の
た

め
の
戦
い
に
駆
り
立
て
た
の
で
す
。

「世
界
に
は
、
女
性
に
教
育
の
場
が
開

か
れ
て
い
な
い
国
が
ま
だ
ま
だ
多
く
、
輸

出
用
の
手
仕
事
一
つ
に
も
仕
上
が
り
が
文

章
で
指
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
文
字
の
読

め
な
い
女
性
た
ち
は
就
業
先
も
限
定
さ
れ
、

い
つ
ま
で
も
底
辺
の
生
活
か
ら
抜
け
出
す

こ
と
が
で
き
な
い
。
男
女
が
人
間
と
し
て

同
等
に
生
き
る
こ
と
が
、
国
家
の
繁
栄
に

つ
な
が
る
も
の
な
の
に
…
…
」、山
下
さ
ん

は
こ
う
語
り
つ
つ
、
総
理
府
発
行

『人
間

開
発
に
関
す
る
指
標
の
国
際
比
較
表
』
な

ど
の
資
料
を
も
と
に
、
わ
が
国
の
状
況
を

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

「人
間
開
発
指
数
」
（平
均
寿
命
・教
育

水
準
・
国
民
所
得
よ
り
算
出
）
で
は
、
日

本
は
、
カ
ナ
ダ
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
。
米
国
に

つ
ぎ
、
世
界
第
４
位

（１
７
４
カ
国
中
）

で
あ
る
の
に
、
「ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
エ
ン
パ
ワ

ー
メ
ン
ト
測
定
」
＝
所
得
、
及
び
、
専
門
技

術
職
、
行
政
職
管
理
職
、
国
会
議
員
な
ど

へ
の
女
性
の
占
め
る
割
合
に
よ
り
算

出
＝
で
は
、
世
界
３８
位

（１
０
２
カ
国

中
。
１
９
９
９
年
調
査
）
と
下
が
り
、
こ

の
不
平
等
の
現
実
は

「男
性
の
方
が
優
遇

さ
れ
て
い
る
と
思
う
」
と
い
う
意
識
調
査

の
数
字

（男
女
と
も
７
割
超
）
に
も
反
映

さ
れ
、
そ
の
他
、
夫
婦
別
姓
の
問
題
¨
交

通
事
故
に
遭
っ
た
小
学
生
の
「逸
失
利
益
」

に
お
け
る
男
女
差
別

。
大
泉
高
校

の
出
席

簿
も

い
ま
だ

に
男
子
が
先
等
々
、

こ
れ
ら

の
事
柄
を
当
た
り
前

と
思

っ
て
い
る
こ
と

自
体
が
問
題
、
と

い
う
指
摘

に
は
考
え
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

講
演
会

の
開

か
れ
た
当
日
は
文
化
祭

二

日
目
で
、

い
ち
ば

ん
話
を
聞

い
て
ほ
し
か

っ
た
在
校
生
は
後

か
た
づ
け
で
忙
し
く

て

出
席

で
き
ず
残
念

で
し
た
。
な
お
、
山
下

さ
ん
は
こ
の
日

『女
性
差
別
撤
廃
条
約

の

研
究
』
な
ど
数
冊

の
著
書
を
、
「
い
ず

み
会

文
庫
」

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
０
２
年
３
月
１３
日
の
卒
業
式
に
先

立
つ
３
月
１２
日
の
卒
業
式
予
行
の
機
会
を

っ
た
見
ず
知
ら
ず

の
会
員
同
士
が
同
じ
部

に
属
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
り
、

こ
の
出

会

い
を
き

っ
か
け
と
し
て
、
後
日

い
く

つ

か
の
会
が
催
さ
れ
た
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。

司
会
役

の
若

い
二
人
は
、
と
も

に
音
楽

に
打
ち
込
ん
で
い
る
学
生

で
、
会
全
体
を

爽
や
か
に
仕
切

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
出
席

さ
れ
た
皆
さ
ん
が
、

か

つ
て
の
高
校
生

に

一戻

っ
て
心
を
和
ま
せ
、
充
分

に
楽
し
ん
で

く
だ
さ

っ
た
よ
う

で
、
幹
事

一
同

ホ
ッ
と

し
ま
し
た
。

利
用
し
て
、
例
年

の
と
お
り
同
窓
会
入
会

式
が
、
体
育
館

ア
リ
ー
ナ
で
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
田
中
会
長
が
、
同
窓
会

の
あ
ら

ま
し
と
意
義

と
を
全
卒
業
生

に
話
し
た
あ

と
、
大
場
副
会
長

の
介
添
え
で
、
新
幹
事

一
人

一
人

の
名
前
を
呼
び
登
壇
し
て
も
ら

い
、
顔
見
世
を
し
ま
し
た
。

こ
と
し
は
意

欲
的
と

い
う

べ
き
か
、
幹
事
が
２３
人
選
ば

れ
ま
し
た
。
し
か
し
規
約
上
は
人
数
オ
ー

バ
ー
な

の
で
、
後
日
話
し
合

い
で
人
数
を

調
整
す
る
こ
と
が
大
場
副
会
長
か
ら
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
別
掲

の
幹
事
リ

ス
ト
は
調

整
後

の
高

５４
期

の
幹
事

で
す
。
若
さ
と

い

う
パ
ワ
ー
を
新
幹
事
諸
君

に
存
分

に
発
揮

し
て
も
ら
え
る
も

の
と
期
待
し
ま
す
。

文
化
祭
講
演
報
告

高
精
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中
高

一
貫
校
へ

い
ず
み
会
及
び
会
員
各
位
に
は
、
本
校

教
育
活
動
に
対
し
物
心
両
面
に
亘
っ
て
ご

支
援
を
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
後
輩
は
、
恵
ま
れ
た
環
境
の

中
で
、
勉
学
に
ク
ラ
ブ
・
委
員
会
活
動
に

励
ん
で
い
ま
す
。
若
者
が
目
標
へ
と
真
摯

に
努
力
す
る
姿
の
爽
や
か
さ
に
、
「大
泉
こ

こ
に
あ
り
」
を
日
々
実
感
し
て
い
ま
す
。

先
日
、
石
井
新
会
長
と
お
会
い
し
、
教

育
事
業
に
も
関
係
さ
れ
た
と
伺
い
、
力
強

い
応
援
団
を
得
た
思
い
で
す
。
ま
た
、
田

厖
圏
劃
劃
割

４
月
９
日
＝
入
学
式

５
月
８
日
＝
体
育
祭

９
月
２．
．
２２
日
＝
文
化
祭

１０
月
１４
日
＝
開
校
記
念
日

平
成
１５
年

１
月
１９
～
２２
日
＝
２
年
生
Ｈ
Ｒ
合
宿

３
月
１３
日
＝
い
ず
み
会
入
会
式

３
月
１４
日
＝
卒
業
式

５

日

劉

引

‐

▽
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

春
季
大
会
、
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予

選
で
、
と
も
に
都
の
ベ
ス
ト
ー６
ま
で
進
出

し
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
勝
ち
残
っ
た
都
立

高
は
大
泉
・
駒
場
。
久
留
米
。
国
立
の
４

校
で
、
わ
が
母
校
は
都
立
高
と
し
て
は
ト

ツ
ノ
／
ミ
レ
こ
ら
３
１
ヒ
，
一上
月

ノ美

ン

中
前
会
長
に
は
、
多
々
ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

都
教
委
は
６
月
末
に
、
本
校
を
含
む
伝

統
校
９
校
を
、
中
高
一
貫
教
育
校
と
す
る

案
を
発
表
し
ま
し
た
。
本
校
に
関
わ
る
内

容
は

「大
泉
高
校
全
日
制
を
改
編
し
、
中

高
一
貫
６
年
制
学
校

（中
等
教
育
学
校
又

は
併
設
型
中
高
一
貫
校
）
を
設
置
す
る
。

普
通
科
２４
学
級
、
平
成
２２
年
度
開
校
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
こ
の
案
が
、
都
教
委
が
本
校
の
こ

れ
ま
で
の
実
績
を
評
価
し
、
更
な
る
発
展

を
期
待
し
た
も
の
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

今
後
は
関
係
各
位
の
ご
意
見
を
承
り
、

本
校
の
歴
史
と
伝
統
を
継
承
す
る
学
校
造

り
に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。
各
位
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

た
。

こ
れ
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
た
ま
も
の

で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

▽
水
泳
部

山
本
悠
太
君

（
３
年
）
が
昨
年

に
引
き

続
き
、
イ

ン
タ
ー

ハ
イ
に
出
場
し
ま
し
た
。

２
０
０
メ
ー
ト
ル
個
人
メ
ド

レ
ー
で
は
自

己

ベ
ス
ト
を
更
新
し
ま
し
た
。
山
本
君
は

大
学

に
入

っ
て
更
な
る
進
歩
を
目
指
す
と

い
う

こ
と
で
す
。

▽
吹
奏
楽
部

８
月
１０
日
に
日
本
吹
奏
楽
連
盟
主
催

の

東
京
都
高
等
学
校
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
に

出
場
し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど

の
参
加
校
が

教
師

の
指
揮

・
専
門
家

の
指
導

に
頼

っ
て
・

い
る
中

で
、
現
役

の
生
徒
た
ち
自
身

の
活

動
プ
ラ
ン

（選
曲
も
練
習
法
も
指
揮
も
）

に
よ
る
演
奏
は
、
審
査
員
か
ら

「
よ
く
研

究
し
、
練
習
し
て
い
る
」
と
の
評
価
を
受

ナ
主

ン
を
。

こ
の

コ
ン
ク
ー
シ
で
Э
寅
冬

山

一
シ
ン
フ
オ
ニ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
ー
ハ
」

が
、
恒
例
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
の
合
同
合

奏
＝
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
披
露

（現
役

部
員
だ
け
の
演
奏
）
さ
れ
、
テ
ン
ポ
よ
く

力
強
く
、
味
わ
い
深
い
音
楽
の
世
界
を
聴

衆
に
味
わ
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

▽
頑
張
っ
て
い
ま
す
Ｐ
…
ボ
ー
ト
部

顧
間
の
嶋
田
先
生
が
、
他
部
の
現
役
生

徒
に
ま
じ
っ
て
新
入
生
の
勧
誘
に
尽
力
さ

れ
た
一
昨
年
、
昨
年
は
と
も
に
部
員
数
は

０
で
し
た
。
現
在
は
部
員
１
名
。
「自
分
が

ボ
ー
ト
に
興
味
が
あ
る
か
ら
」
自
発
的
に

入
部
し
て
き
た
１
年
生
部
員
で
す
が
、
指

導
に
あ
た
る
Ｏ
Ｂ
も
忙
し
く
て
な
か
な
か

来
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
す
。
ボ
ー
ト
部

の

『５０
年
史
誌
』
が
ま
も
な
く
発
刊
さ
れ

る
、
ボ
ー
ト
は
現
在
４
艇
保
有
し
て
い
る
、

都
も
そ
れ
と
な
く
部
の
存
続

（都
立
で
は

大
泉
高
の
み
）
を
支
援
し
て
く
れ
て
い
る
、

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
肝
心
要
の
部
員
が
集

ま
ら
な
い
。
「み
ん
な
で
ボ
ー
ト
を
漕
い
で

み
た
い
な
」
と
思
う
素
朴
な
純
粋
な
気
持

ち
を
抱
く
に
は
、
現
代
の
高
校
生
は
忙
し

す
ぎ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

部
名
だ
け
で
も
残
し
て
、
い
ず
れ
入
っ

て
く
る
か
も
知
れ
な
い
新
部
員
の
受
け
皿

を
準
備
し
て
お
き
た
い
、
と
い
う
の
が
孤

軍
奮
闘
し
て
い
る
顧
問
教
師
と
１
人
の
部

員
の
、
せ
め
て
も
の
願
い
で
す
が
、
も
し

部
が
休
眠
状
態
に
入
っ
た
と
し
て
も
、
ボ

ー
ト
の
維
持
に
関
わ
る
諸
問
題
が
生
じ
て

き
ま
す
。

ま
た
、
い
っ
た
ん

「ボ
ー
ト
協
会
」
か

ら
脱
退
す
れ
ば
、
今
後
部
員
が
集
ま
っ
た

と
し
て
も
、
再
加
盟
の
た
め
の
厳
密
な
審

査
を
ク
リ
ア
で
き
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

復
活
の
可
能
性
は
ま
ず
あ
り
得
な
い
の
で

す
。
輝
か
し
い
歴
史
を
刻
ん
だ
大
泉
高
校

の
伝
統
の
一
つ
が
ま
た
消
え
よ
う
と
し
て

′、
ま

す

。

輻
教
職
員
人
事
異
動

（敬
称
略
）

【転
出
・
退
職
】

国
語
口円〓中

［円謹
中

数
学
保
体
苦大箋
中

十大
箋中

養
護
事
務
室
長

事
務

（　
）
内
は
転
出
先
等

小
田
　
博

（退
職
）

野
村
重
碩

（退
職
）

北
上
俊
人

（退
職
）

池
田
　
進

（荒
川
商
）

矢
野
一
心

（小
山
台
）

荒
井
　
弘

（竹
早
）

細
沼
文
雄

（退
職
）

村
尾
彩
恵

（羽
田
工
）

楠
　
隆
文

（水
道
局
）

斉
藤
美
里

（小
岩
養
護
）

栓
′引

雇

芸

男́

耳

ヽ

賀
沢
順
子

（鷺
宮
）

松
本
盛

（退
職
）

内
は
前
任
校
等

橋
本
洋
介

（井
草
）

服
部
真
弓

（大
山
）

川
上
憲
一
（池
袋
商
）

林
　
雅
俊

（東
村
山
西
）

坂
本
恵
司

（牛
込
商
）

比
賀
員
由
美

（南
野
）

小
枝
秀
夫

（知
事
部
局
）

小
山
喜
代
子
（生
活
Ｘ
醤
ｅ

菊
池
保
夫

（九
段
）

岩
城
和
夫

（小
川
）

辱
影
司
書
技
能

【転
入
】

（　
）

国
語
口］護
中

数
学
保
体
英
語
養
護
事
務
室
長

事
務
司
書
技
能

〔国公立大学】弘前 1、 岩手 2、 秋田 1、 筑波 1(1)、 群馬 1(1)、 埼玉 4(1)、 千葉 1、 東

豪外語 2(2)、東京学芸 4(4)、東京工業 3(2)、東京商船 1、東京農工 2(1)、図書館情報

1(1)、 一橋 1、 静岡 1,金 沢 2(1)、 都立 6(1)、 横浜市立 1、 高崎経済 2(1)

計 37名 (内 既卒者16名)

【私立大学】青山学院10(4)、亜細亜12(5)、大妻女子 2(1)、 学習院 9(3)、 北里 2(2)、 共

立女子 2(1)、 杏林 1(1)、 慶應義塾 7(1)、 工学院 1(1)、 國學院 1(1)、 国士舘 1,駒 沢

3(2)、 芝浦工業 3(2)、 上智 9(2)、 昭和女子 1、 昭和薬科 1、 女子栄養 2(1)、 成険

21(9)、成城 2(2)、 専修10(5)、創価 1、 大東文化 4(2)、 玉川 2、 多摩美術 1、 中央

11(16)、津田塾 4(2)、 帝京 1、東海 5(2)、 東京家政 1、東京経済 1、東京工科 3、東京

女子 2、 東京電機 7(5)、 東京農業 6(1)、 東京理科 7(4)、 東洋15(7)、獨協 4(3)、 日本

25(14)、日本社会事業 7(3)、 日本女子 4(2)、 法政41(29)、武蔵15(12)、武蔵工業 7

(6)、武蔵野音楽 1、 武蔵野美術 1、 明治32(10)、明治学院 9(2)、 明治薬科 4、 立教

20(6)、早稲田35(18)、神奈り|13(2)、同志社 1、聖徳 2、 大正 1(1)、東京国際 2(2)、東

学英和女学院 2、 日本福祉 5、 文教 2(2)、 武蔵野女子 3、 その他24(4)

計 451名 (内 既卒者193名)

【短期大学】筑波大医療技術 2、 都立 1、 青山学院女子 3、 駒沢女子 1、 聖徳 1、 明治

2、 鎌倉女子 1、 カリタス女子 1、 東京農業大 1、 跡見学園女子 1、 帝京平成 1

計 15名

【専修 。各種学校】ESPミ ュージックアカデミー、音響技術専門、杏林大付属看護、慈恵

看護、尚美学園、東京アニメーター学園、東京音楽芸術専門学院、東京写真専門、東京デ

ザイナー学院、東京福祉商経、東京 リゾー トスポーツ、都立松沢病院看護、日本外国語専
ヨ]、日本菓子専門、日本工学院、日本大学医学部付属看護、日本 リハビリ専門、バンタン

デザイン研究所 2、 文化服装学院 2、 早稲田外語学院、〔東京法律〕、〔日本ウェルネスス

計 24名 〔〕内は既卒者

計 1名
ポーツ〕
r齢膳 】 黒FE5 1

進 路 状 況   ()内 は既卒者、内数 2002年 度版 「進路の手引き」による
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恩
師
近
況

篠
原
　
昭
雄

先
生

社
会
　
Ｓ
３９
～
Ｓ
４５

大
泉
時
代

か
ら
二
十
余

鞘一一一鳳
年
も
経
つが
、

優
秀
な
大
泉

生
と
過
ご
し

た
思
い
出
は

今
も
鮮
明
に
蘇
っ
て
く
る
。
な
か
で
も
地

歴
部
員
と
の
″消
え
ゆ
く
武
蔵
野
の
民
家
″

研
究
は
、
そ
の
後
の
私
の
研
究
の
第
一
歩

と
も
な
っ
た
。
筑
波
大
学
定
年
後
七
年
間

勤
め
た
つ
く
ば
国
際
大
学
を
退
き
、
今
は

三
鷹
の
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化
財
団
、

同
語
学
院
の
経
営
と
講
義
に
携
わ
る
。

当
時
か
ら
私
は

″自
ら
の
生
き
方
を
問

う
人
と
な
れ
″
を
座
右
の
銘
と
し
、
生
徒

た
ち
に
も
期
待
し
た
。
今
で
も
各
界
で
活

躍
す
る
数
多
く
の
大
泉
Ｏ
Ｂ
と
交
流
し
て

い
る
。
何
年
か
前
、
第
１９
期
の
同
窓
会
が

催
さ
れ
た
。
人
間
的
に
も
社
会
的
に
も
素

晴
し
い
教
え
子
た
ち
と
接
し
、
″さ
も
あ
り

な
ん
″
と
独
り
心
温
ま
る
思
い
を
し
た
。

主
人
は
八

年
前

に
脳
梗

塞

で
近
所

の

堀

の
内
病
院

に
入
院
し
ま

し
た
。

二
週
間
で
退
院
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
以
来
療
養
生
活
で
現
在
は
ヘ
ル
パ

ー
さ
ん
に
付
き
添
わ
れ
て
週
一
コ
リ
（
ビ

り

に
通

っ
て
お
り
ま
す
。

お
天
気

の
良

い
日
に
は
私
が
車
椅
子
を

押
し
て
、
黒
目
川

の
ほ
と
り
を
散
策
し
て

お
り
ま
す
。

今

の
所
、
健
康
状
態
は
ま
あ
ま
あ

で
す
。

テ

レ
ビ
を
見
た
り
、
新
聞
や
ア
サ
ヒ
ウ
ィ

ク
リ
ー
を
読
ん
だ
り
、
ア
ル
バ
ム
を
見
た

り
静

か
な
生
活
を
送

っ
て
お
り
ま
す
。

た
ま
に
孫
が
来

て
、
習

い
た
て
の
英
語

の
片
言

で
話
し
か
け
た
り
し
ま
す
と
終
始

嬉
し
そ
う

で
す
。
　

（仮
名
子
夫
人
筆
）

五
年
前
の

春
に
大
泉
高

校
を
出
て
、

こ
の
四
月
か

ら
は
渋
谷
区

の
広
尾
高
校

に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
様
々
な
所
で
大
泉

高
校
の
卒
業
生
と
ご
一
緒
す
る
こ
と
も
多

く
、
い
ず
み
会
の
層
の
厚
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。
さ
て
こ
の
六
月
に
は
、
都
立
高
校
改
革

推
進
計
画
の
一
環
と
し
て
、
大
泉
高
校
が

練
馬
地
区
中
高
一
貫
６
年
制
学
校
と
し
て

ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。　
一
学
期
の
終

業
式
で
、
私
は
生
徒
達
に
、
チ
ェ
ン
ジ
・

チ
ャ
ン
ス
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
、
三
つ
の
Ｃ

に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。
こ
の
改
革
を
チ

ャ
ン
ス
と
捉
え
、
高
く
理
想
を
掲
げ
て
、

新
し
い
学
校
を
作
ろ
う
と
す
る
チ
ャ
ン
ン

ジ
の
姿
勢
こ
そ
、
大
泉
の
自
主
自
立
の
精

神
に
か
な
う
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

益
々
の
発
畏
を
析
り
ま
す
。

沼

田
　
英

一

先
生

数
学
　
Ｓ
５８
～
Ｈ
７

大
泉
高
校

に
は
十
三
年

間
勤
め
た
こ

と
に
な
り
ま

す
。
卒
業
生

な
の
で
生
徒

と
し
て
も
三
年
間
過
し
た
訳
で
実
に
十
六

年
決
し
て
少
な
い
年
数
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
は
都
立
文
京
高
校
、
も
う
異
動
し
て

七
年
目
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
現
在

三
度
目
の
担
任
中
で
す
。
大
泉
で
は
担
任

を
三
回
し
ま
し
た
の
で
そ
の
生
徒
数
だ
け

で
も
約
千
四
百
人
、
教
え
た
生
徒
は
も
っ

と
多
い
で
し
ょ
う
。

現
任
校
で
は
大
泉
で
最
初
に
担
任
を
し

た
学
年
の
卒
業
生
と
事
務
室
や
講
師
と
し

て
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
先
日
は
西

武
デ
パ
ー
ト
の
地
下
入
り
口
で
声
を
か
け

ら
れ
た
り
も
あ
っ
た
り
し
て
き
っ
と
多
く

の
卒
業
生
と
す
れ
違
っ
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

堤
　
治
美

先
生

体
育
　
Ｓ
２７
～
Ｓ
４２

「ド
テ
さ

ん
」
健
在
で

す
。
健
康
に

は
自
信
が
あ

り
ま
し
た
が
、

３２
歳
頃

「通

風
」
と
診
断
さ
れ
、
食
事
に
注
意
し
ビ
ー

ル
は
飲
ま
ず
、
ウ
イ
ス
キ
ー
等
少
々
と
ア

ル
コ
ー
ル
管
理
の
生
活
で
定
年
ま
で
無
事

で
し
た
。
７０
歳
直
前

「脳
梗
塞
」
に
な
り

青
天
の
露
慶
で
し
た
。
食
事
、
運
動
に
注

意
し
て
も
発
症
す
る
の
が
不
思
議
で
し
た

が
、
適
正
な
こ
置
を
し
て
も
ら
ハ
勺
三
日

間

で
退
院
し
、
リ

ハ
ビ
リ
中
心

の
毎
日
を

過
ご
し
て
ま
す
。
鴨
下
ド
ク
タ
ー

（１９
期

卒
）

に
感
謝
、
感
謝
。
ゴ

ル
フ
や
山
歩
き

等
卒
業
生

か
ら
多
く

の
誘

い
を
受
け
教
員

冥
利

に
感
謝
し
な
が
ら

の
生
活
を
送

っ
て

ま
す
。
皆
様
も
呉
々
も
お
身
体

に
留
意

さ

れ
社
会

に
貢
献
さ
れ
ま
す
よ
う
又
、

い
ず

み
会

の
益

々
の
発
展
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
お

元
気
で
す
か
。

私
が
出
来
立

て
ホ
ヤ
ホ
ヤ

の
新
米
教
員

と
し
て
大
泉

で
過
ご
し
た
懐
か
し
い
日
々
か
ら
、
も
う

四
半
世
紀
が
た
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
現

在
は
、
大
田
区
に
あ
る
都
立
雪
谷
高
校
に

勤
め
て
い
ま
す
。
最
近
、
趣
味
の
画
廊
め

ぐ
り
で
銀
座
や
青
山
の
街
を
歩
い
て
い
る

と
、
何
十
年
ぶ
り
か
の
卒
業
生
に
ば
っ
た

り
会
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
彼
女
や
彼
の

立
派
に
な
っ
た
姿
を
見
て
、
改
め
て
時
の

流
れ
を
シ
ビ
ア
に
感
じ
ま
す
。
私
が
あ
の

頃
の
気
分
と
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
つ
も

り
で
も
、
私
自
身
、
学
校
、
そ
し
て
学
校

を
と
り
ま
く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
ま
し

た
。
体
力
は
別
と
し
て
、
願
わ
く
は
退
職

ま
で
、
気
持
ち
だ
け
は
生
徒
の
近
く
に
感

じ
て
い
た
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
の

頃
で
す
。

御
子
柴
栄

一
先
生

に
お
か
れ
ま
し
て
は

骨
髄
異
形
性
症
候
群
汎
血
球
減
少
症

（十

万
人

に

一
人
と

い
わ
れ
る
難
病
）
を
患

い
、

平
成
十
二
年
七
月
十
七
日
ご
逝
去

さ
れ
ま

し
ヒ
。
デ

手
ヒ
十

一
気

Ｃ

ン
を
０

「御
子
さ
ん
」
と
い
う
愛
称
と

「か
か

り
き
び
し
い
」
の
口
癖
で
親
し
ま
れ
、
将

業
中
怒
っ
て
職
員
室
に
戻
っ
て
し
ま
っ
だ

他
の
先
生
と
の
仲
裁
役
な
ど
、
お
世
話
ぼ

な
っ
た
数
々
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

ご
定
年
後
は
、
参
考
書
の
執
筆
や
、
デ

趣
味
で
あ
っ
た
庭
木
の
手
入
れ
な
ど
を
繕

力
的
に
こ
な
し
て
お
ら
れ
た
の
に

「御
子

さ
ん
流
独
特
の
持
論
」
を
も
う
伺
う
事
バ

出
来
ず
大
変
残
念
で
す
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

（高
３５
期
　
飯
田
高
）

細
川
先
生
が
大
泉
に
着
任
さ
れ
た
の
は

昭
和
４２
年
、
「前
任
校
に
較
べ
る
と
大
泉
は

全
然
勉
強
し
な
い
ね
。
そ
れ
で
も
１
年
全

計
に
勉
強
す
れ
ば
皆
さ
ん
必
ず
入
る
の
が

か
ら
そ
れ
も
よ
い
で
し
ょ
う
。」辛
口
な
コ

メ
ン
ト
で
し
た
。
数
学
の
授
業
は
厳
し
て

予
習
を
し
て
い
な
い
と
叱
ら
れ
ま
し
た
。

授
業
中
は
数
学
の
こ
と
し
か
お
話
に
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
時
に
は

ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
政
治
、
経
済
、
防
衛

に
ま
で
お
話
を
広
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
く

私
達
も
そ
れ
に
抗
し
て
勉
強
し
ま
し
た
。

２．
期
が
開
催
し
た
同
期
会
に
皆
勤
で
参
加

も
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
合
掌

ヽ
封

１１

明

　

テ

ヽ

屯

ン

御子柴 栄― 先生
平成13年7月 17日没
享年71歳
S42～ H2在 勤

細川 猛  先生
平成13年12月 4日 没
享年75歳
S42-S61在 勤
基●=議 ,■

悦
子

先
生

Ｓ

６２

～

Ｈ

８

万
喜

子

先
生

美
術
　
Ｓ
４９
～
Ｓ
６‐



含報 い す み  第46号 半 灰 :4牛 (ZUUZヰ ノlU月 1 目  冗 4T

修
学
旅
行

ｏ
Ｈ
Ｒ
合
宿

修
学
旅
行
や
Ｈ
Ｒ

（
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
）
合
宿

は
、
数

々
の
学
校
行
事

の
中
で
も

想

い
出
と
し
て
強
く
心
に
残

っ
て
い
る
も

の
で
す
。
母
校
で
は
、
高
校

―
期
生
か

ら
２７
期
生
ま
で
修
学
旅
行
が
実
施
さ
れ
、
３
年
間

の
中
断

の
後
、
Ｈ
Ｒ
合
宿

に
形

を
変
え
て
現
在
ま
で
続

い
て
い
ま
す
。
そ

の
軌
跡
を
た
ど

っ
て
み
ま
し
た
。

修
学
旅
行
は
、
新
制
高
校
に
な
っ
て
初

め
て
の
卒
業
生
で
あ
る
高
校
１
期
生
の
代

に
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
戦

争
の
影
響
で
と
て
も
そ
の
よ
う
な
行
事
を

組
む
こ
と
が
叶
わ
な
い
時
代
で
し
た
。
終

戦
間
も
な
い
当
時
の
生
徒
た
ち
は
、
自
ら

企
画
を
し
て
、
中
学
５
年
の
と
き
箱
根
へ

１
泊
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。

旅
行
先
は
高
校
４
期
生
以
降
、
奈
良
・

京
都
方
面
に
定
着
し
ま
し
た
。
過
熱
す
る

受
験
競
争
の
世
相
を
反
映
し
て
か
、
実
施

時
期
は
高
校
３
年
の
秋
か
ら
春
へ
、
高
校

２
年
終
了
時
の
春
休
み
へ
と
徐
々
に
前
倒

し
に
な
り
、
日
程
も
初
期
の
最
長
５
泊
６

日

（車
中
２
泊
）
か
ら
最
後
の
頃
は
３
泊

４
日
へ
と
短
縮
化
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

修
学
旅
行
が
中
断
さ
れ
た
の
は
一
九
七

四

（昭
和
４９
）
年
度
の
こ
と
で
す
。
受
験

戦
争
突
入
前
の
最
後
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

羽
目
を
外
す
生
徒
が
多
く
な
っ
た
風
紀
上

の
問
題
と
、
業
者
依
存
の
物
見
遊
山
的
な

企
画
へ
の
批
判
が
主
な
理
由
で
し
た
。

旅
行
の
復
活
を
訴
え
る
生
徒
の
声
が
上

が
る
中
、
先
生
方
が

「大
泉
高
生
と
し
て

学
を
修
め
た
記
念
と
な
る
旅
行
」
を
模
索

し
た
結
果
、
新
た
に
企
画
さ
れ
た
の
が
Ｈ

Ｒ
合
宿
で
し
た
。
日
常
の
空
間
か
ら
場
所

を
移
し
、
各
ク
ラ
ス
そ
れ
ぞ
れ
が
予
め
選

ん
で
お
い
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
本
音
で
語

り
合
う
こ
と
を
目
的
に
し
た
旅
行
で
し
た
。

初
期
の
Ｈ
Ｒ
合
宿
は
大
島
の
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
を
利
用
し
て
、
高
校
２
年
の
秋
に

行
い
ま
し
た
。
初
日
と
２
日
目
の
夜
に
ク

ラ
ス
毎
で
討
論
会
を
開
き
、
３
日
目
の
全

体
集
会
が
発
表
の
場
で
し
た
。

第
７
回
目
か
ら
行
先
を
広
島
に
移
し
、

そ
れ
ま
で
の
観
念
的
な
テ
ー
マ
で
な
く
、

「現
地
で
戦
禍
を
実
際
に
見
聞
き
し
て
、
そ

の
体
験
を
基
に
討
論
を
行
う
」
形
式
に
改

め
ら
れ
ま
し
た
。
討
議
の
結
果
は
帰
京
後

に
報
告
集
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

第
１６
回
目
の
一
九
九
二

（平
成
４
）
年

度
か
ら
合
宿
地
は
沖
縄
に
変
わ
り
、
今
年

１
月
に
当
時
の
２
年
生
が
１０
回
目
の
沖
縄

の
地
へ
飛
び
立
ち
ま
し
た
。
多
感
な
高
校

時
代
に
、
実
体
験
を
共
有
し
た
仲
間
と
と

も
に

「平
和
」
に
つ
い
て
真
剣
に
語
り
合

う

「大
泉
の
新
し
い
伝
統
」
は
、
こ
れ
か

ら
も
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

（広
報
部
）

事
前
講
義
で
豊
富
な
知
識
を
得
て
、
高

２
の
春
休
み
夜
行
列
車
で
出
発
。
早
朝
京

邸
ウに
首
き
、
業
り
高
ハ
占
部
の
文
化
を
荷

喫
し
ま
し
た
く
夜

は
新
涼
極
を
も
係
く
奈

良

で
は
飛
鳥
、
天
平
時
代

の
仏
像
文
化

に

浸
り
ま
し
た
。
次

い
で

「
紫
雲
丸
」

で
高

松

に
渡
り
屋
島
、
栗
林
公
園

へ
。
宇
野
に

戻

っ
て
岡
山

の
後
楽
園

へ
。
そ
し
て
夜
行

で
帰
京
。
内
容

の
濃

い
修
学
旅
行

で
し
た
。

生
徒
が
信
頼
さ
れ
て
い
た
か
ら
か
、
帰

路

は
自
由
行
動
が
許
さ
れ
親
戚

や
知
人
宅

へ
回

っ
た
人
も

い
ま
し
た
。

「紫
雲
丸
」
は

二
ヶ
月
後
、
修
学
旅
行
生
を
乗

せ
た
ま
ま

沈
没
。
「
死
運
丸
」
と
な

っ
て
し
ま

い
シ

ョ

ツ
ク
で
し
た
。

都
合
い
い
話
で
す
け
れ
ど

～
Ｈ
日
合
宿
の
思
い
出
～

笠
井
　
理
絵

（高
４４
期
）

実
は
私
は
、
て
ん
で
や
る
気
の
な
い
Ｈ

Ｒ
合
宿
委
員
だ
っ
た
。
出
発
前

「何
故
わ

ざ
わ
ざ
語
り
部
の
人
に
話
を
聞
き
に
行
く

の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
暴
言
を
吐
い
て
、

公
民
担
当
の
先
生
を
激
昂
さ
せ
た
。

思
い
出
す
と
冷
や
汗
が
出
る
ば
か
り
な

の
だ
が
、
当
時
の
私
は
本
で
読
ん
だ
だ
け

で
広
島
の
悲
惨
な
歴
史
を
理
解
し
た
つ
も

り
で
い
た
の
だ
。
当
然
現
地
で
は
生
々
し

い
体
験
淡
の
前
に
言
葉
も
な
く
、
夜
の
討

話
会

て
日
記

の
進
め
方
も
れ
か
ら
な
く

て

ロ
ク
に
発
言

で
き
ず
、
散
々
だ

っ
た
様

に

記
憶
し
て
い
る
。

た
だ
、
あ

の
と
き
話
し
合

っ
た
内
容

は

討
論
な
ん
て
サ

マ
に
な

っ
た
も

の
じ

ゃ
な

力
´
た
し
わ
と
　
Ｅ
暖
魚
″
そ
こ
と
σ
ろ

い
皆
の
一
面
を
垣
間
見
せ
て
く
れ
た
貴
重

な
ひ
と
と
き
だ
っ
た
。
大
泉
ら
し
い
イ
ベ

ン
ト
だ
っ
た
と
、
今
で
は
人
に
自
慢
気
に

話
し
て
い
る
。

奈 良 ・京都

奈 良 ・京都

瀬戸 内

奈 良 ・京都

奈 良 ・京都

奈 良 ・京都

伊 勢 ・奈 良 ・京都

奈 良 ・京都

奈 良 ・京都

岡 山 ・広 島 ・四 国

京都 ・岡 山 ・広 島

奈 良 ・京都

奈 良 ・京都

岡 山 ・広 島 ・四国

岡山 ・島根 。鳥取 ・兵庫

修学旅行実施せず

大 島

大 島

大 島

九十 九里 浜

大 島

美 ヶ原

広 島

広 島 ・倉 敷

広 島

広 島

広 島

広 島

広 島

広 島

広 島

沖縄

沖縄

沖縄

沖縄

ツ中糸電

沖 縄

沖 縄

沖 縄

沖縄

沖縄

*取 材 に ご協 力 いた だ きま した皆様 に

厚 く御 礼 申 し上 げ ます。  (広 報 部 )

高 1其月  '48_11

高 2其月  '49_10_5-7

高 3期   '50  秋

高 4其月  '51 5 21-25

局 5卿日  '52 5 12-16

高 6期   '53 4

雇57却 5 '54_3

高 8卿 目  '55.3_24-29

f■9其月  '56_3_22-27

Fき10夕月  '57 3.

虐む11其月  '58 3 24-

膚も12夕月  '59 3

F可13月月  '60 3 26-

膚も14卿ヨ  '61 3 25-29

信き15卿ヨ  '62.3.25-29

にき16月明  '63_3.24-28

Fi17環月  '64.3_24-28

にき18其月  '65_3.24-28

局 19環月  '66 3.

局 20奏月  '67_3

Fむ21月月  '68.3

膚き22卿ヨ  '69 3 27-30

虐も23卿5  '70 3 24-27

局 24卿目  '71 3 24-27

局 25貝月  '72.3.22-

虐も26其月  '73_3_27-30

局 27月月  '74.3_25-29

員 28´ヤ30興月

修 学旅 行  *― 一 一一一

箱 根  (1シ 自 2日 )

「禾日E日ギ月

猪 苗代 湖 ・飯盛 山 (2泊 3日 )

奈 良 ・京都

奈 良 ・京都

奈 良 ・京都

奈 良 ・京都

奈 良 ・京都 ・高松 ・岡 山

奈 良 ・京都 ・和 歌 山 ・大 阪

奈 良 ・京都

奈 良 ・京都

奈 良 ・京者「 (3シ自 4日 )

一――――――* HR合 宿

愕彗31卿5  '77 10_13-15

膚寺32却目  '78 10_10-12

fも33其月  '79_10 9-11

膚も34其月  '80.10 9-11

局 35月月  '81_10 8-10

F憲36却目  '82_10 7-9

局 37卿ヨ  '83 10_8-10

虐も38卿5  '84 10.9-11

局 39卿目  '85.10_10-12

1著40其月  '86_10 7-9

膚き41月月  '88_1 31-2.2

fも42其月  '88 10 12-14

膚き43其月  '89 10_11-13

F憲44卿5  '90 10.8-10

F著45卿5  '91_10_7-9

F等46卿5  '93.1 26-28

F手47其月  '94_1 25-27

1訂48其月  '95_1_18-20

F吾49其月  '96 1.17-20

膚む50其月  '97 1_15-18

F吾51'明  '98_1.18-21

膚も52卿9  '99_1_17-20

F著53其月  '00_1 12-15

虐著54其月  '01_1.14-17

「き55現月  '02_1_20-23

名物和 尚の説法 (高 18期)

命
拾
い
し
た
８
期
生
た
ち
（高
８
期
）

修学旅行 ・H日 合宿  行先一覧
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70歳の集合写真

同期会だより

3月 30日に中学 4期 を含む高 2期 の会
)湘馬区立勤労福社会館レス トラン 「味三

組 で開催されました。今年 3月 で全員が

0歳を超えたので、それを賀する意味もあ

)、住所の不明であった人の調査も行い、

三絡できた同期生のほぼ半数の57名の参

日を得て、盛会でした。母校での花見の企

雪は、桜の異例 とも言える早い開花に実現

Fきませんでした力`胸快に旧交を温めるこ

二ができました。予想以上に盛 り上力やって

てみ物の消費が予定の倍 となり、幹事の四

ツ 苦ヽは嬉しい誤算でした。また、東京が

「母校創立60周年」記念
北條  勝 巳

3年 毎に開催の高 9期 同期会が昨年10

127日に表記を記念 して新宿京エプラザ

テヽルにて開催されました。出席者は110

3。約35%の 出席率で、改めて同期の仲間
)結束の強さを痛感し、同時に心から幹事

軒Uに尽きる熱い思いをいたしました。

往時の担任の先生方もそれぞれご自分の

テ間を大切にされながら、悠々自適にお過

Fしの由で、皆お元気に出席 (お一ノ人、都合
1より欠席)さ れ、懐かしい、楽しいお話
)数多 くIn~さ れました。

同期会ならではのクラスを超 えた和気

ラ々 の歓談の輪も大きく広がり、時間の経
)のも忘れる程熱気を帯びておりました。

イベントとしては、金春流重鎮の同期生

:よる 「お能Jの 舞台衣装の着付け 。仕舞

戦災に遭ったため、中学 1年修了の頃やむ

を得ず地方に転出した旧友 2名 とも連絡が

つき、 1名 は参加、 1名からはメッセージ

等が送られてきたことも予期せぬ喜びでし

た。会の途中で卒業以来始めての本格的記

念集合写真を撮 り、参加者全員に送ること

ができました。これを期に定期的に同期会

をやろう !ということになり、新幹事を稲

村、浅見、山本勲、綿貫の 4君 にお願いし、

再会を約して男」れました。

井上先生の喜寿を祝って

今村  邦夫

昨年に続き、今年の同期会は、C組 担任

井上森夫先生の喜寿の祝いと、卒業後初め

が披露され、また"同時多発テロ"直後の困

難な状況の中、ハワイからの参加者による

「ダンス」があり、校歌をはじめ、懐かしい

歌を皆で声高らかに合唱して、大いに盛 り

上が りました。

写真撮影では、若干のエピソー ドもあり

ましたが、次回の幹事団を選出し、皆の元

気な再会を期して、 3時 間近 くの 「大同期

会」は無菊散会 となりました。

さあこれからだ、11期

北上  俊 人

平成 13年 8月 25日、11期は 礎誹葬酸)」

の同期会を目自の 『フォーシーズンズホテ

ル』で開催しました。出席者は85名 と、原

田 。堤 ・尾造の三先生方にお越し頂いての

和やかな賑やかな会でした。年齢相応に、

たるんだり、薄 くなったり、のろくなった

り、さまざまな故障を抱えていたりと、お

てクラス会を開 くD組 が中心に準備を進

め、10月13日 (土)に フジテレビ本社 18躍

のレス トラン DAIBAを 会場に行われたc

参加者は73名で、石井岱二会長の挨拶に

始まり、井上先生への記念品、花東贈呈が

あり、猪:鳴大フジランド会長の乾杯発声て

ビール以外の日本酒、フイン、ウィスキー

焼酎が飲み放題の同期会 となった。

後半は、井上先生がおネしにとヴィオラを

演奏さオヽ MoMA(ニ ューヨーク近代美術

館名作展)の 入場券の寄貝曽抽選で盛 り上が

りました。当日は、た臨160周年言己策え典が

あり、その報告を、いずみ会高橋理事が行

い、大波克夫の中締めに続き備波英児の先

導で校歌を熱唱して、井上先生を囲んだク

ラス毎の写真撮影を行い、再会を胸に帰路

につきました。

次回は、奈良県型駒市在住の岡崎先生 (F

組担任)を 囲む、京都での同期会 というの

は如何ですか。F組 の皆さん、是非実現に

鵡 力の程お願い致します。

事

〓

講

瞥
電
鮮
碑
鑽
側

嵩
■
期

審
回
樹
＝
圏驚

互いにいたわり合い、からかい合う場面が

あったのは仕方ありません。しかし、この

時点で、新しい仕事のために海外に雄飛し

ていく人、今までの仕事を続行する人、こ

れから新分野を開拓しようとする人、ある

いは趣味やスポーツに打ち込んでいる人な

ど、相変わらず「学ぼうとする意志J。「積極

的な生き方Jを 持続している人 も多 くて、

同期生として力づけられました。

卒業 してから40何年経った同期会で初

めて言葉を交わした人の気持ちを今さら知

って、映画のような感傷にひたった人は、

あの高校時代にまんまと 「還る」ことがで

きた幸運な人でした。

11期が毎年催す 《カルチャー ・トーク》

会では、 6月 に 「倒産を乗 り越えて世界に

チャレンジJと いうテーマで、同期の海老

原代師行君が聴衆の心を打つ話をlk~し ま

した。
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32年振りの再会轟
攀
難

高校卒業以来、ほんとうに久し振 りの再

会でした。菊銀 図輩 、け 、

石井先生をお迎えして、2001年11月23日に

母校大泉高校の会議室に90名近 くの同期

が大集合しました。

場所設定に際しましては、
′陵かしの大泉

高校が^ミス ト′ごろうということで、軒

司意見が一致し、場所を設定 しました。大

泉高校のシンボルはなんと言っても校門か

らの桜並木。今でもここに毎年花見に来る

という同期 もいるくらい、私達の心に残っ

ているアプローチロー ドです。桜並木を抜

セナ、 校舎|こ着 く頃ヤこは気分 0まもうすでセこ高

回時代でした。

会場では卒業以来、初めて会ったという

友もいて、話の花が咲き歓談のうちにあっ

第

“

期のみなさん、お元気でしょうか。

50期幹事の植村です。昨年の 8月 に同期会

を行いました。 20人 前後参力欧 場所は所沢

の居酒屋にて行いました。今回は、卒業 4

年目の年で、現役で 4年 制の大学に行かれ

た方は節目の年になることから実施するこ

とにしました。

駅に集合 した時、高校時代 と違い、誰が

誰かわからないような感 じでしたから、飲

み会は初めに、一ノヘ、~ノ民、の挨拶から始まり、

途中で席替えをしながら盛 り上がっていき

ました。飲み会の席はだいたい 2時 間 くら

いでしたが、みなさん高校時代の思い出を

照らし合わせながら楽しく話をしていまし

た。今回の同期会で、私は高校時代に話し

たこと力`ない人 ともお話が出来たことで、

析たな交友1関係を築 くことができたことが

とても嬉しかったです。そしてみなさんが

思い思いの道に進んでいるようで希望に満

ちた姿を見ることが出来ました。

これからは 3年 か 4年 に一回のペースで

やっていきたいと考えています。今回は少

ない人数でしたが、次回からはより多 くの

人に来ていただけるように考えております。

乞う、ご期待 ノ

同期会は普段会えない同級生と思い出の

時間を過ごすことのできる機会です。次回

は児りF、 ご勧 DTRさい。

という間に 3日 間が経ってしまいました。

先生方はすでにご退職されておられますが、

新たな道でご活躍されている旨お話しいた

だきました。先生方の個 l■あふれる名調子、

懐かしく拝聴させていただきました。締め

ケ湖巴沼君の音頭で校歌と校友の歌。すっか

り忘れかけていた歌 も歌ううちヤじ場割昌に

なり、会場に響きました。次回 (いつにな

るかな)を 約束して、閉会 となりました。

次回は卒業30周年 !

平野  ゆ り

昨年の10月27日(土)、26期同期会を渋谷

の東武ホテルにて開催しました。2即鎌己を

迎えて最初の機会なので、"2吋嚇己の思い

出と新世紀への抱負を語 り合 う"ことを目

的に、などとカッコつけての会。といって

も、我が26期は 3年 に一度のペースで同期

会を開催するイ中、互いの顔を見て飲むだけ

今年 7月 13日、真夏の炎大 卜の中、28期

第 2回 目の同期会を池袋サンシャインプリ

ンスホテルにて開催。室蘭 ・新潟 。伊豆大

島 ・兵庫在住の同期生を含め、lM名 が参

集。荒井 ・吉野 ・田中 。金尾 ・高橋 。内田

(高測 ・安藤の 7先生方と共に、元気の出

るひと時を過ごしました。

でも充分なのですが・…・・。

5名 の担任恩師 (菊谷、山谷、田上、:

茎、石井の各先生)と 仲間70数ノ人、が集し

楽しい時間を過ごしました。一次会は、:

譜付で歌詞プリントを用意した校歌 ・杭

の歌を合唱して、締め。このとき、♪りヽ

ドをとられた菊谷先生の声量 と美声に、1

っくりしました。そして、同ホテル内のノ

ー ・ラフィーネ貸し切 りで二次会に突入(

話は尽きることなく、三次会 ・カラオケ

翌日未明まで渋谷の街をさまよいましたc

今回、海外在住者にもアエログラムで,

内を出したところ、早速 Eメ ールでの遍

報告や、 現地からT彗ね劉廃非昔ヤこ臨 力劉陸卜か

てくるなど、時代の変化を感じた次第。

もう一つ、悲しいお矢日らせですが、同リ

会を目前にした'01年9月 15日、闘病中だ

たガヽ西与志夫君が亡 くなりました。合掌

6年 ぶりの再会だけに、恩師のスピー|

にも、途中からは私語だらけ。スマートラ

吉野先生に代わって、重量級になった同リ

生もご愛嬌。田村安君から輸入のオーガt

ックフインの差し入れも多数あり、時間(

経過とともに声が大きくなるのも酔っ払t

の常。

恩師への謝辞を述べた現役高校教師 ・壼

山 (新沢)女 史の言葉に、眩しかった思ヽ

出と、恩師の苦労を実感 じ深謝。次回も1

員元気に集まれるよう祈念して二次会へc

女子庭球音6に所属していたのに、今回l

連絡がなかった という
"期
の方がいま

たら、源 (1日χげ尋根 :Tel:045-363-548{

まで、ご連絡 ください。来年は、一緒に:

しゃンヽミリしましょうオよ。

朧
舗

懸

曇

一

一嵩
馳
期

女子軟式庭球部
源 恭子 (高20期)

平成 14年4月 7日 (日)山 本 (旧姓関)

さんが、ご自宅を会場 として開放して下さ

るとの事で、卒業後初めての女子庭球部20

期の OG会 を、東京は世田谷の閑静な住宅

街で開くことにしました。例年より早い春

の訪れで、お花見も兼ねる筈だったのに、

やはり 『花より団子』の私達にふさわしく、

ひたすら食べて、おしゃべりして、の会に

なりました。14名に連絡し、 9名 の出席で

した力ヽ 卒業後初めて会うという人でも、

すぐに高校時代の面影がよみがえり、30余

年が一気に縮まった感じで、あっという間

は じめての 地方からも多数参集

OB・ 口G会



木村武彦 (高26期)

初夏の日曜日のお昼、5年 ぶりの OB会

に18名が表参道のレス トランに集合。定期

開催だった OB会 もいつの間にか途切れ

てしまい、高瀦期卒以降の OBに とっては

lHAめての会合 となりました。ワインも入 り、

すぐに会場はまるで高校生がうごめく教室

のような喧騒さ。久し振 りのため、各自話

す事が沢山あると見え、自己紹介だけで90

分も消イLそ んななかでも話題は円形校舎

の部室や、文化祭 。新歓での英語劇やその

苦しい練習に集中。今だから言える等の当

時のリベンジ話 も飛び出し、大いに盛 り上

がりました。大 きなお子 さんのいる OB

も、今日だけは自分が大泉生に (本人は)

戻ったかのようでご満 悦でした。 5月 の名

輸 時にお返事いただけなかった OB,

また住所不明のため幹事よりご連絡できな

かった OBは 影 卜ご連絡ください。

3期 GB会
長谷川 浩吉 (高 3期 )

3期 GB会 の名称は、高校時代広大な母

校のグラウンドを泥まみれに走 り廻った仲

間、グランドボーイに由来します。大学は

それぞれに分かれましたが時報交換と称し

て長い交流が続いております。当時安煙草

のゴールデンバットを吸ってよく議論をし

たので GB会 となったとの説 もあり、こち

らの方が正しいかもしれません。現在古希

を迎えたとはいえ、現役で頑張っている者

が多 く、一線を退いた連中も得意分野で意

翅盛んです。

毎年 2回 程宿泊旅行をしますが、いつも

愛する母校の思い出話に花が咲きます。メ

ンバーを特に可愛がって下さった本田 ・花

崎両先生 との交流が数十年あり、生前文ち

ゃんこと花崎先生が先生二人を含めて 「グ

ローバルボーイズJの 会に名称を変えたら

どつかとよく百つておられました。育呑時

代 0ま「ロカビリーJ今 「リハビリー」なん

てことにならないよう各自体を鍛えており

ます。

は『大泉60年』より
日午氣 ボ引交 :

倉」立 60周 年

を迎えて記念

誌が発行され

ました。中に、

新 世 代 の

OBOG、 顧間

の先生方がこ

こ10年 の 各

部活動につい

て語ってくれ

ています。そ

れぞれの時代

と環境はどう

変わっている

のでしょうか。

それとも一。

躊家政部
男女含めて音6員総数が二桁にならないと

いう少人数でも、文化祭の昼食を一手に引

き受け、細心の注意を払った大量調理は皆

様に喜んでいただいています。新入生の獲

得方法はふるっていて、ここ数年は手作 り

クッキーを使っています。
(顧問 斉藤 弘子)

蝙 華
道 部

文化祭に部員総出で創意工夫、一致団結

してひとつの作品を作ることが高校の部活

で生花を楽しむ醍醐味のように思います。

夏休みから準備する押し花しおりのプレゼ

ントも大好評 !しかし割準ミ

`董

辱|こ|ま一苦労

の昨今です。 (指導 塩田 光昌)

お正月の花びら餅、春の野点に季節を感

じ、文化祭でお客様との間に生まれる緊張

感や静けさの中に、文化と伝統を感じつつ、

賑やかで常に笑い声の絶えない明るい部で

す。この伝統をいつまでも伝えていて欲し

いと思います。 (高 49期 本多 雅子)

晰
写 真 部

この10年、幾度かの受賞も果たし、なか

なか活発な活動 と思う。が、どことなく活

気に欠けているように感じる。顧間の先生

には、部員の自ら考え、行動する力を信じ、

温か く見守って見ていただけることを望む。
(高46期 冨田 不llyl

この10年 「吹奏楽の甲子園Jと も云うべ

きコンクールに 6回 出場、昨年、一昨年は

「銀賞」を獲得するなどの成果を挙げ 「圧倒

的音量 ・圧倒的音楽性」の復活 と大音量ヘ

の日々に飽 くなき探求が続いています。校

歌に謳う 「自主倉」造の大泉」精神にのっと

り、今てを自らの手で隊行できた誇らしさ

は、9~Cb思 √じること力` Cさ ま
‐trムゎ

(高45期 飯高 裕之)

数年前から校外で行われている合宿に、

ヤまぼ全員が参加し、病茨しい細 |こ耐え、 そ

れぞれがひとまわり大きく成長する場 とな

っています。先輩方から引き糸区いだ 「まっ

すぐ堂々と打つ 。最初から最後まで全力を

出す」姿勢を大切にと思っています。
(高凝期 井口 滋ω

′
震性的部員不足に悩まされてはいるもの

の、2000年 には新入生力ち太挙 (5名 )ス

部。一年生を中心に久々のボッカ副1練山衛

や夏休みの南アルプス合宿を実施しました

月 1回の定例山行では、途中で採取したキ

ノコでスープを作ったり、岩清水でコーヒ

ーを煎れたりとただ山に登るだけでない濯

動も進めてきています。

顧 問 諫山 和つ

晰 柔
道 部

生徒数の激減のためか、はたまた柔し ヽ

気の低迷のためか、少人数ながら男女とも

良い成績を残すべ く一丸 となって練習に

"んでいます。都立校では有数の恵まれた環

境 と広い道場、入れ替わり立ち代 り練習の

様子を見に来てくれる OBOGた ちに囲ま

れ、伝統を守 りながらのびのびと活動して

います。 顧 問 矢野 つ 心)

大泉においては歴史の浅い音「で、1987年

に正式に部 となりました。個人的にもすぐ

れた能力を持ち、大会で成績を挙げる部員

もいますが、全員がそれぞれの自己ベス ト

を目指し、冬の障 トトレーニング、夏の線

ぎこみに励んでいます。上 ・下級生の団 l

なく、マッサージをしあったり、チームと

してもよくまとまり、お互いを高めあって

います。 (高42期 佐々木 亮)

藤男子バスケツトボール部
卒業して 6年 目。 2年 前から母校のコー

チとして入部することになりました。バス

ケットボールを通して、高校生と接し、彼

らの考え方を直に感じることができました

一番はコミュニケーションのとり方の大ウ

さです。練習を通してお互いが納得するま

で話し合うことが、チームの能力向上に季

がる最も早い道だと実感します。
(高

“

期 藤森 俊介)

は
女 子 バ ス ケ ツ ト ボ ー ル 部

毎年ヽ「脱 4部 」を目指してがんばって絣

習してきましたが、一昨FRと うとう3剖

昇格を果たし、春の大会では 2部 昇格も法

めました。年の初めに目標を定め、皆力‐

つの目標目指してお互い刺激しあいながら

も、協力して練習 しています。バスケット

ヤこも友情υこも熱い部です。
(高46期 安藤 武彦 ・高53期 井上 謡子)
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魃バドミントン部
昔から (恐らく今も)バ ドミントン部に

おいては、自主性を重んじる大泉カラーの

表れというか、強制的に練習させられる事

がほとんど無かったように思う。それは部

を立ち上げるに際しての過酷な条件 (都大

剣則閣 を見事に果たした OBの 方たちの

努力の賜物 と。高校生の段階でそれほどの

畿な 自立性で行動されたまさに大泉が求

うる人間性ではないかと思う。音「活では皆

康習メニューをきちんとこなしていました。

き非良い成果を挙げて欲 しいと思います。
(高

“

期 宮川 純一)

靡
美 術 部

心のアルバムをめくってみると、黙々と

イーゼルとキャンバスに向かう姿は存在せ

ず、行事ごとの様々な建造物 。オブジェの

製作に夢中に取 り組む場面が浮かびます。

ポスターやパンフレット製作も、モノクロ

からカラーN刷 新。材木調達、リヤカー引

き、 トンカチと刷毛を手に創′嚇 れる

振やかで楽しいガテン系の部活でした !

(高42期 佐野 ゆき)

は 卓 球 部

90年代初頭は、レギュラー獲得のため厳

しい練習に励み、相当実力がつき強豪校の

ひとつでした力ヽ 卓球離れが進み、存続 も

危ぶまれる状況に一時追い込まれました。

2000年には即戦力 となる新人もヌ、り、翻

内容 もバ リエーションアップして着々と力

をつけています。今、卓球王国大泉目指し

て始動しました。ご期待下さい。
(高53期 高橋 園

洟ダンス部
文化祭の花形 !(ア リーナの舞台はダン

スに始まリダンスに終わる…自称)で ある

ことは元より、私達自身が楽しむことをモ

ットーとして練習に励んでいます。その為

には全員の心が一つになることと、それぞ

れが自分にも周 りにも病麦しくしなけオしクゴい

けないと思っています。そこから友情もた

くさん育っています。
(高51期
｀
赤岩 和子)

音1橋を通じ、ネLfr・向上心 ・協調性等多

くの事を学びました。そして何より夢中に

なれるものがあったからこそ今の自分があ

ると思っています。初 心者の多い雑草集団

が一つでも上を目指そうと一致団結できた

ことはいい思い出となっています。今でも

イ中間と集って、OB会 や区民大会に参力日し

たり親交を深めています。
(高48期 向井 崇浩)

体育館の使用時間とか、決して恵まれた

練習環境とは言えないけれど、その中でも

熱心なl旨導と向上心とチームワークで成果

を挙げていると思います。最後まであきら

めない、ねばりのバレーをモットーに、ベ

ス ト16進出 という目標に向かって日々活

気ある練習が行われています。
(高Ю期 住吉 五月)

平成 2年 ヤまベス ト16、 平成 8年 。 9年 と

ベス ト8入 りをして、大泉高校野球部の歴

史に輝いています。チームには、人や物の

他にプレーに対する心が必要とされていま

す。ひたむきに練習 し、道具やグラウンド

を大切にし、人に思いを馳せて感謝する事

が大事です。甲子園への夢は続いています。
(元顧問 原 浩司)

は陸上部
この10年間に部の中に 「当たり前Jを 作

ることができた。都立高校陸上部のレベル

アップを図るグループの合宿や合同練習に

参カロすることだ。当時部員たちは、これを

チャンスと見て合同練習に踏み切 り、次ヘ

と引き継いでいつてくれている。伝統 とい

うにはまだまだだが、新しい練習の形が根

付いてくれたと実感するこの頃です。
(高46期 戸田 敏治)

は 硬
式 テ ニ ス 部

基礎的な練習から試合形式まで、私たち

は、ほぼ毎日活動しています。大泉は、男

女一緒に練習することで、それぞれのボー

ルの特長を学ぶことが出来、良い結果を生

んでいる。テニス部はまさに青春。合宿で

の厳しい練習、友睛、皆で脳んだり励 まし

合ったり、人間的に成長できる良い点があ

り、また、良い成果を挙げようと代々違っ

た色を出しつつ努力は続いているのです。
(高M期 若杉 有希子)

は
サ ッ カ ー 部

60周年を迎えた大泉高校 と同じくらい

の歴史を持つのがサッカー部です。ここ10

年は 「都大会進出」を当面の目標 として活

動しています。チームとしてある程度の力

はあるものの、地区予選では'晦しい思いを

しています。2000年からは必修クラブが廃

止さオ伝 いろいろな形で困難 もありますが、

地力を更につけて 「都大会常連Jを 目指し

て活動していくことになります。

願 間 植村 久)

晰
ソ フ ト テ ニ ス 部

大泉のソフトテニス (軟式)は S23年 に

倉情6以来多 くの成績を残して現在に至って

います。これは私立を含めた中でもめざま

しいものだと思います。その理由の一つに

は、恵まれた環境 (三面のコー ト)力 あ`げ

られます。今は三面を使いこなすには人数

が少ないかもしれませんが、その分、広々

と使えて、いろいろな形の練習ができます。

他校にはない良さを生かし、先輩方の伝統

を代々受け継いでいかなければと思ってい

ます。
(高54期 奥山 醐

本目変わらず、兼部している部員が多いの

ですカミ 合宿や、近年では観望会 と呼んで

いる観測会を扶釧五 チ也道な活動を細々と続

けています。平成12年度には、 7月 に皆既

月食を観察 し、その写真を astrO―hsの 月

食画像ギャラリーに出品しました。
(顧問 橋本 道雄)

|お 知らせ

■高 4期 同期会

日時 。11月 18日 (月)-19日 (火)

場所 。西伊豆土肥温泉′ヾス旅行

離 。と二肩i %そ  Te1  03-3991-9673

高 4期 は昭和21年旧制大泉中学最後の入

学です。戦後の貧しい時代でしたが、楽し

く有意義な 6年 間でした。今回は卒業50周

年を迎えての記念行事です。

■高 5期 同期会

日時 。10月 31日～ 11月 1日

場所 ・箱根方面一泊旅行 (おかだ帥

輸 ・F司疇   Te1  0424-61-4901

高校の修学旅行から504乳 再びの修学旅行

を計画。ふるってご参加 ください。

■高10期同期会

日時 。11月23日 (」L)16:3kl―

場所 。松本楼 (日比谷公園内)2F

聯 ・田島寛  Tel o422-32-6155

3年 ぶりに楽しいひと時を過ごしましょう。

皆様ふるってご参加 ください。

■高13期同期会

日時 ・H15年 6月 14日 (上)17:Oll―

場所 ・帝国ホテル宴会場

離 ・山構  Tel o42-395-0988

■高15期同期会

日時 :平成14年 11月23日 (土)14:∞ ～

場所 :東京藝術劇場内

「カフェ ・コンチェル ト」

会費 :10,000円 信稔 写真代などを含む)

連絡先など詳細は追って連絡いたします。

心よりご冥福をお祈 りします。

高11期 笠原 憲雄 平成 13年 10月 12日

高11期 西村 賢一 平成14年 7月 23日

高■期 長尾夫美子 平成 13年 9月 21日

高M期  香川 晃子 平成 14年 7月 6日

高21期 長嶋 敏美 平成 13年 12月30日

高21期 萱島 早苗 平成14年 8月 16日

高
"期
福岡 和夫 平成 14年 8月 2日

高る期 ガヽ西与志夫 平成 13年 9月 15日

高29期  山本恵理子 平成 9年 9月 13日

高31期 浦野 里佳 平成14年 8月 16日

高34期 竹中 知子 平成13年 4月 3日
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10月1271由いずみ会総会1懇親1会働1籠業轟

しょう。

イベ ン トは 「輪投げ」です。全員参加でのチーム対抗戦。 どんな組合

せのチームがで きるかな。優勝チームには 「輪Jや 「ワッナゲー」に因

んだ面 白グッズの賞品が用意されています。輪つとあつ まって、食べて、

飲んで、ゲームに参加 してみて ください。

★ご出席の方は、同封のハガキにて、10月15日 (火)ま でにご連絡 くださ

い 。

と き :平 成 14年 10月27日 (日)

12時30分～   受付開始

13時～      総 会

13時 30分～    懇親会

15時30分 (予定) お開き

母校  視聴覚室 。大会議室

中 1期 ～高41期   2,500円

高42期～高51期   1,000円

高52期～高54期   無 料

★今年の懇親会の運営幹事 は、卒業期の下一桁 に 2が つ く 「2の 会」です。

幹事会では高校 2期 と高校52期 との年齢差50歳、譲 り合 った り、押 し付

けあった り、歳 に幅を利かせた り、時には助 け合った りしなが ら、楽 し

く(P)準備 を進めています。

いずみ会 会長 石井 岱三 (高 6期 )

「2の 会」会長 小野田敦子 (高12期)

輪っとあつまろう 大泉に!!
★懇親会は 「生ビール」と 「おいしいお料理」を真ん中に

ところ

参カロ費

|「 いずみの広場」開設
前号でもお知 らせ致しました 「いずみの

ム場」力ヽ 昨年10月 13日、母校∞周年記念

理典に合わせて開設されました。

図書館入口右脇の約5.5m× 45mの ス

ペース中央に往時を偲ばせる3脚 の丸テー

ブルが置かれ、10脚程の折 り畳み椅子が備

わっています。両サイドの壁際には、会員

の方々から寄せられた懐かしい品々が展示

されています。壁には田中前会長が揮竃し

た扁額の仏 校舎の変遷を中心にした大ガヽ

のパネルカ斗]げられ、母校の歴史 と伝統を

惑じさせてくれます。

通常、音6屋は施錠管理されていますが、

事前に連絡すれば閲覧できますので、母校

に足を運ばれた際には 「いずみ会文庫」 と

合わせて是非お立ち寄 りください。

資料保管用に設置されている 2竿 のガラ

ス戸つき木製戸棚には、まだまだ空きがあ

ります。今後 とも想い出のお品のご恵贈を

お待ちしております。

ワッと騒 ざま

|い ずみ会を支えてください
母校力治U立60周年を迎え、益々発展を続

ける様に、いずみ会 も現在21699名の会員

を有する大きな組織になりました。執行部

ではできるだけ多くの会員がいずみ会事業

に参カロできるよう、活動内容を工夫し、企

画をしております。同期会の案内や母校の
′
謄報を会報やホームページに細か く掲載し

たり、総会 ・懇親会は初めての方でも参加

しやすいように幅広い層に共通するテーマ

で進めています。会員名簿の住所判明率も

平均的に高 く、それを基に会報をお送 りし

ています。

このようないずみ会の活動は皆様からお

寄せいただいた会費 ・寄付 。および入会金

に支えられています。現在いずみ会の存在

や活動をご存じでも、すべての会員が鑽

振込みをして下さるというところにまで、

なかなかつながっていかないのが現状です。

今回会報をお送 りした封筒 と同封された

振込用紙の形を大幅に変更いたしました。

「オヤッ ?」と思われましたか。昨年までの

規格と違い、窓枠から御自分の名前が直接

覗ける様式はどうでしょうか。今回この「オ

ヤッ P」で一人でも多くの会員が封筒を開

けて下さり、会報を読まオt、勤鼓型甲紙を活

用して下さることを期待しています。

今後、母校が70周年を迎え、いずみ会も

豊かな気持ちで70周年 を迎えられるよう

に、皆様のご支援をお願いいたします。

(会費の振込方法は、別紙「会費納入者一覧J

をビ管下さい^

2001年 3月 末にスター トした本会 HF

も満 1年半を迎え、やっと「よちよち歩き_

ができるところまできました。その間会員

の皆様か ら約300014のアクセスをいただ

き、ご意見ご感想のメールも届きました。

また、住所不明者一覧を見た、当のご本レヽ

から佃所謄報を多数お寄せいただきました

これは HP以 外では不可能なことで、永

い問同窓会から遠ざかっていた会員の方々

が、これを機会に再び本会に参カロしてくだ

さるのは、とても嬉しいことです。

会報は年 1回 の発行で、文字数や紙面に

も限りがありますが、その点 HPは ホット

なニュースをカラーでふんだんにお届けて

きます。HP担 当者一同、いずみ会の目標の

ひとつである 「会員本目互の親睦を深めるJ

ことに役立つと信じつつ、精
一
杯作 ります

ので、是非 「お気に入 り」に入れて、時々

クリックしてみてください。 (広 報部)

1情 報
を お 待 ち し て ま す

●会報いずみでは、会員の皆さまの楽しい

集いの様子を毎号お伝えしています。

同期会、クラス会、OBOG会 筈の催し

がございましたら、情報をお寄せ くださ

い。もちろん開催予定の PRも 大歓迎て

す。HPに も掲載させていただきます。

●お引越 しなさったときは、「同期の名簿喘

事」または下記の 「いずみ会連絡窓口」

へ、ご一報 ください。

●会員の言卜報や、住所不明会員の連絡先に

ついても情報をお待ちしております。

ご意見、ご感想、住所目報等は下記のチ

法で連絡をお願いします。

同封のハ ガキにて、 お寄せ下 さい。

垂『便   〒178-0063練馬区東大泉5-3-1

都立大泉高校内 いずみ釜

FAXな ら、 03-3920-2374

今期から会報部は広報部に改称しました

斜 許 成にカロえて、HP(ホ ームページ)戻

新の業務を担当しているためです。

字数制限のため会報でお伝えしきれなし

詳 細 な情 報 が HP(http:〃www.izumi

kal.net)でご覧になれます。

HPと 会報では、言扉妻内容が―→:「難 し

ておりますが、会報は住所の半J明していて

総ての会員の方に本会の活動をお伝えすで

ことが役割ですので、ご了承下さい。

■広報部スタッフ 須藤
二彦 (高9期 )、1

上俊人 (高11期)、森田陸四郎 (高15期)

荒 井真理子 (高κ期)、土肥 暁 美 (高2

期)、植村久 (高21期)、大 久保靖 (高2

期)、仲沢浩一 (高32期)

〔口届Jテ折//一引f口届」刃千 ●03-3953-3336



会費納入者一覧
(敬称略。平成13年度納入分)

出口具夫  終 2

吉沢達   終

渡辺浩志  終

局 5

石戸谷貞仁終

大澤登  終

落合達郎 終

川津邦雄 終 6

神田秀夫 終

Jり|1行夫 1

國沢弘  終

坂井敏郎 終 3

佐野旭  1

田村晴巳 終 3

西山暢- 1

矢吹常久 終

山崎啓太郎 5

伊東秀子 終

佐藤早苗 1

酒井茂子 終

大木紀子 終

田中房代   1

近藤玉枝 3

鎗田恵美 終

今井均  終

岡芹繁夫 終 2

女屋敏正 終

加fll弘郷 終

小林優介 終

佐藤東九男終 10

佐野弘太郎 3

佐伯忠彦  2

篠匡昭   25

菅生裕   1

高橋保孝   2

高山幸治  1

津島豪  終

砺波英児 終

浜野章保 終 2

林孝雄  2

原田清  3

平田康浩 終 4

村井和郎 終

村上昇  5

山口彦次 終

山口善久  1

平田千枝子終 4

小山芳子 終

櫛山巳知予終

神田計子 終

白勢瑛子  1

武井和貴子 2

氏家久子  1

岩田敦子 終 2

自田喜久枝 1

小出淑子  5 5

局 7

石間戸宗明 1

内堀清二郎 5

池田実  1

佐々 樫 J卜 終

中川康夫  1

本田恒一 終

宇佐美佑子終

豊富満子  3

局 8

佐藤雄次  1

君島輝代  1

青木元也  5

荒井重信  1

稗 出馨   終

深谷珠美  7

伊藤康孝 終

上田哲夫  4

岡田暁  終

小美濃達雄 終 5

小熊坂満邦終

田中生男 終

横田1享  1

野沢決子 終 3

武山誠子  1

鈴木通夫  1

安田凱昭 終 3

那須野恭-  2

菅野哲哉 終 3

中山尭  終 3

早崎覺  終

東利子  1

片瀬仁美 終

桑原明子 終

山口忠正 終

内田喜美江 1

局 9

飯山和雄 終

大城龍昭 3

加登り1昭夫終

浅見正義 終 3

丹下多  終

山口弘二 終 3

鈴木登美子終

長沢啓子 終 3

中さよ子  1

宮本玲子 終 21

井上格也 終 3

宍戸俊雅 終

若月晋吾  1

渡辺是  1

永井悠美 終 3

篠崎勝  8

阿部藤子 1

中里光永 10

西谷和子 終 8

山岸ネし子 2 3

藤沢水浜 5

直井一子   3

寺崎由紀子終 1

越智宣子 1

岩田博行 1

大谷義彦 1

金沢健蔵   2

田島寛  終

本橋達朗   10

青山進午 終

吉野根一 終

新井忠克   9

笹川俊雄 終 8

新沢倫子 終

大東千鶴子終

斉藤昌克 終

高 ‖

伊部末里子終

後藤多栄子終

古山昭子 終

加藤多鶴子 2

吉川方子 5

博松太郎 5

奥住悠夫  10

清水徹也 1

中井紀男 1

百目鬼紀久子 10

秋山京子 3

ガJI明美 10

大内春子  2

片柳良一 終

谷暉之  10

仁科紀- 3

局 12

沢田照男 2

竹口裕子 1

新井宏  終

熊谷憲- 1

殿前康雄 5

海野徹也 終

遠藤文男 10

川崎浩  1

加賀勤じ評 終 3

石井道子 5

向井節子 10

新井かほる終

局 43

内田幸完 終

加藤能久 5

櫻井正昭 終

関根祥夫 5

益田豊  終

菅原玲子 5 5

松岡亜樹 3

田中昇次  2

水谷禎夫 3

山田秀之 1

須賀松江 終

松井和子 終

竹内浩子 5

澤村英子 終

前野道子 終

裏田和夫 1

小浜佐紀子 3

並木昭彦 終

高橋光子 終

松尾美恵子 5

戸田一誠   3

中田捷子 1

局 14

追川誠  終
杉山博司 5

大久間睦子終

吉田登代子 3

福田暉男 5

村山千鶴子 5

高木登茂子  10

新井正治 終

草薙正朗  3

小西義之 終 30

福沢知子 終

蔵原輝人   5

鈴木健夫 終

局 15

寺井功  5

丸山敏雄  1

松本雅雄 終

渡辺浩通  1

岡林誠±  5

金田晃  5

高橋豊  10

吉田智彦  5

尚情 オ す  lυ

佐々木信子終 35

鈴木由紀子終 5

局 16

小林雅通 終 4

柳瀬正敏 3

大場修-  12

小宮孝昭 3

尾池幸  1

局 17

大山美智子 7

大橋田鶴子終

高松浩子  1

鳥本陽子  3

黒沢洵吉  2

山口雅子 終

越智信夫 終

野村省子  1

浅田章子 10

中島より子終

原田滋子  5

局 18

岡本豊  5
宮崎賢治 10

西川早智子終

飯塚美雪 10

嶋田和代  1

渡部典子 5

中村譲  終 3

緑川春野 10

伊藤彰  5

大野誠治 10

蓮沼都   5

古田憲子 10

山田暁子  1

田瀬則雄  3

田中敬- 10

佐藤れい子 2

今野康子 3

青木利道 10

松岡正明 10

半田ルル子 3

日浅泉  1

大坂延子  2

藤本万里 1

斉藤育子  1

関屋収  2

高橋覚   1

登坂薫   1

中島寛  5

井関典雄  1

田中憲太郎 1

森政-  1 1

柿本俊久  3

藤本均   1

島根明子  5

植村久    3

水島美千留 1

青木真理子 3

平塚いづみ 5

倉地ますみ終

戸谷典子 10

松本いずみ 2

田代あつ子終

小山徹  14

斉藤雅樹 10

本橋豊  5

水島かな江 5

薄井秀樹 5

田辺夏樹 終 3

寺師良樹 5 2

中澤裕之 5

宮路研- 3

加藤大作 終

矢吹朝子  20

伊勢家徹 2 1

河合万里子 1

田中央- 3

横川玲子 102

石垣充  2

寺田隆郎 5

岡田桂子 1

斎藤正義 10

田代浩  7

鈴木典子 5

小林佐江子 2

局 23

ガヽ山和イ申  1

佐倉弘持 1

高本英守 2

岩井千生子 5

福井紀恵 3

関屋利恵 1

福田由香 5

塚本美貴枝 5

局 26

山本晃  1 1

河崎知子 5

古賀優美

吉田洋子

小泉千晴

遠藤淑恵

安田容子

金子知樹

木村洋子

三好明子

加藤尚子

木村武彦

武田信正

榎本真由美

松村秀樹  5

山村剛  1

鯨井寛Hl l

横尾享子  5

石井園子 3

都筑理世  1

笹原順子 終

田代康子 5

海内妙子 10

渡辺伊豆美

妹尾洋子

河合美幸

山田しのぶ

朝倉智寿子

柳沢千恵子

小林貴美

大塚聡一郎

鵜名山裕明

小林ひろみ

横山はるみ

中島由美子

山本孝文

fぞ谷り||タタ慕FF

大野久美子

園井由里

坂田光平

清水達朗

桜井勢子

粕谷智之

2 磯野利香 3

熊崎義紀 5

高森泰人 10

高林ひとみ 3

榎本みゆき 1

辰巳典子 10

小松原良次 1

長岡聡子  1

小柴いずみ 10

田邊嗣朗  7

中村匡宏  1

田中克典  5

金子成雄  1

山本勝治  2

石波孤十

宇山大樹

榎本壽

片寄紘一

篠原玲子

反町イ申子

井上絃子

ｌＵ

２

終

・Ｕ
終 中村美智恵 2

岩重佳治  2

進藤一英 10

杉山正樹

尾首容子

倉田泰子

田中秀美

Fi  30

鈴木淳雄 10

¨̈̈
”団̈
回̈

1年度 も多 くの皆様に同窓

ざ費及びご寄付を頂きまし

,、ありがとうございました。

と回、お名前を掲載しました

)は、平成13年 4月 1日から
こ成14年 3月 31日までの間

[会費・寄付をお振り込み頂

たヽ皆様です。

]載順は各期毎で次のとお

|です。

)お名前

)会費納入額 (終身会費納

入の方は 『終』と表示)

)寄付金額 (単位は千円で、

終身会費を超えた金額は

寄付として扱わせて頂きま

した。)

ミ費納入の決まりは

)高校卒業後10年を経過し

た年度から、満70歳を迎え

る年度までです(今年度は

高校44期の方から70歳の

方 までが会費納入対象

者)。対象外の方の納入も

前納として一覧に載ります。

)年会費は千円です。過去の

未納分は遡 りません。今年

度分からお願いします。

'質
問ご意見がありましたら

くの担当者まで

ミ計事務局幹事

富田順子 (高11期)

lel・Fax  o42-942-4678

i前 会費寄付 島崎稔  1

::::::::三
::三:10お
]::::::::::::二:i

i藤良臭   5 五十嵐孝夫 1

:島辰雄   2 日倉鉱吉 1
「田節男   3 り|1日利夫 終

:野暢光   5 木村直樹 1
:井宏    3 4ヽ 山正直  10

中 2 1 憾各合最
夫
λ

l藤克   3 多田正暢 終

:山一郎   10田 部一郎 5

]中金太郎  10津 田二郎 終

]中英道  30馬 場英俊 終

え算最   :   高 4
中 3 1 膚褥査 裁
:借宦
一郎終
5 馨[橿聖郎像1

く竹恭麿   5 帷子弓男 終

綺 鶉

尾崎-  1  嗣永典子 3 :

滝田正寿 10  柴田昌寿 10

鳥居隆史   3 阿部律子 2

膚誌  27

東晃夫  5

岩間浩- 3

久下亨  3

山田克世 11

浜田和章  1

元西恵子  5

印南明彦  1

神山正行  3

桑波絵美子 10

川合規之 終

下川優子  5

杉田大成

武田真弓

岡村康男

高橋大輔

長劉||ひろみ

栗原洋子

信i  32

大野永美子 3

鈴木美奈 10

高崎聖- 1

鑓田政信 10

片岡直樹 5

野村いづみ 1  大石亜希子

仲沢浩-   3 嘉永領

西本英人 3  中橋直樹

小倉扶美子 10  錦織晴幸

市川真里子 10  加治佐英樹

久池井幸子 1

昇多加代 2

Fi  33

後藤佳子  3

福原紅実  5

寺田勉   1

山自由起子 5

吉岡秀樹

大石由加利

原秀年  1

鈴木紀美枝 1

尾崎秀徳  1

渡邊政子  1

高瀬浩和  2

矢崎千枝   3

藩由佳子 2

巌桂二郎 3

磯田丈弘 10

菊池良  1 ]

萩原久美子 3

鈴木啓順  1

佐藤絵里子 10

清水英子  1

1高 52

渡邊大地

上野圭一

斉藤裕子

青木隆

石川秀樹

宮田やよい終 3

局 19

中村律子 終 2

自河邦子 10

井上康子  1

村田和恵 終

常木小由子 1

松本幸子  3

桜井民雄  1

関口政利  82

里見けい子 5

石井佳陽 5

松島英人 終 5

諸沢孝  1

鈴木元  1

村松雅幸 10

宮原真人 2

渡辺宇知太 10

河内裕子 終 2

F誌  20

依田武男 5

桜井葉子  1

高梨妙子  5

小池直行  3

宇佐美きよ子 1

神戸和子 1

自沢康子 2

佐藤康夫  2

長沢きみ江 5

寺沢亜志也

平井真人

小林秀典

篠原俊輔

萩原正俊

山崎佳代子

御田基子  3

にも  29

加藤健次  1

宮島悌男 1  佐伯禎彦

吉岡幹夫 1  古川健士

高 1  1 警賽 [
L田茂    30田 中幹夫

野村由紀子 5

福田穣  2

矢部政子  1

F誌  24

鈴木修  5
堀日真知子 5

藤井英世  1

木本芳夫  1 1

塩崎雅- 5

黒木径子  5

山田衛   5

山中洋子 10

垣花千春

高山久司

前岡正憲

田中宏尚 1

国頭博行  1

外記直幸  1 1

岩重明子

吉川久美子

森本雪絵

鈴木伸司

蟹江慶子

正木裕美
阜 公 l計 平

久保田美穂

卜崎裕    5 高木和夫

局  2 1 
言暑熙

郎

吾田保雄 終 3 永川省一

く塩光夫 終  西原法
(橋俊太 終 2 藤森久明

２

終

３

１

終

豊島誓一郎 10



創立60周年協賛事業
寄付者一覧

都立大泉高等学校創立60周

年協賛事業へご寄付を頂き、

ありがとうございます。昨年

10月13日に記念式典および

況賀会が開催され、記念誌の

発行や、「いずみの広場」の

整備などに使わせて頂きまし

た。また、桜の記念植樹 も行

われ、整備された校門からの

挑めはさらに華やかで美しく

なりました。ここにご寄付を

下さった方々のお名前を掲

我いたします。

いずみ会は、これからも母校

の発展と後輩の応援をして

いきます。

(2年 度にわたっての事業

でしたので、複数回ご寄付を

贋いた会員のご氏名は、紙面

の都合上、まとめて掲載をさ

せていただきました。)

ご質問ご意見は、下記にお願

いします。

3-maillizunlikai@v7.COm

iaX:03-3920-2374

大波威夫  2 柴田貫   10

桑原彰   10島 崎隆   5

呂  2   
讐鮮 重  :

桜井宏   5 高松範   5

新木敬治  10永 井満   2

市川哲也  2 西多英治  5

清水靖夫  5浜 岡忠彦  2

高橋宏   3 村野将範  5

高良進   10今 井敬子  5

寺島一郎  10石 井伊佐子 2

寺田福雄  4 白田喜久枝 2

山我茂夫  5椿 慎子   3

鰤 闊

勝田一彦  2 市川弘-  10

長谷川浩吉 10大 久保勲  3

仙田陽-  2 鎌倉正弘  2

西田学   2 亀井静香  30

宮腰繁樹  10菊 地慶四郎 2

元谷琢司  3 関壮吉   5

湯川-   3 土江仁   10

吉田浩   3 戸塚昭   5

局  4  
異最露

行

  :

青山要一郎 4 山田清子  5

浅見文夫  2 岡光子   2

石川宏   2 宮崎三都子 7

小澤大二  2 三平千代子 10

名前   寄付

与付者内訳

日職員  7名

団体   1件

固人   429名

舒計  437件

日職員

舌駒永美  3

睾田芳郎  3

志賀一朗  10

亘松明   10

受野保子  10

青水具事  10

橋ヽ俊雄  10

燎 高校OB・

)G合唱団  20

中 1

尾沼昭   2

丘藤欣裕  3

左々 木俊雄 2

左藤公彦  10

左藤宏吉  5

令木健   5

言島辰雄  2

竹田節男  2

樋田並照  3

依田弘   2

中 2

伊藤克   3

塩川泰通  3

田中英道  40

中条健八郎 30

中川邦好  2

野村幸夫  2

早川嘉美  3

福士義人  10

藤代伝造  10

藤瀬季彦  3

真鍋信行  5

宮本隆司  10

最上潤   2

中 3

西川

'長

男  10

本橋長   5

大竹恭麿  10

高 4

湘 FFl吉   10

浅見正義  5

丹下多   5

矢花昌子  3

山田とき枝 10

石沢秀夫  5

清水信   3

福田稔   5

手島義雄  5

若月晋吾  2

渡辺是   3

柚原美智子 2

相原英子  3

北条勝巳  2

大軒史子  2

山下嗣夫  3

局 10

山岸礼子  3

小野里子  5

坂根健   2

崇島弘安  2

井出倣子  2

羽根田千賀子 5

金井欣吾  5

角原佑-  10

高橋俊夫  2

中村靖   3

大関栄子  2

河崎精子  2

野口悦子  3

青木達雄  2

金沢健蔵  2

小菅茂   2

地日興亜  10

本橋達朗  20

吉田元彦  10

柴久美子  3

岩瀬芙美子 5

小川皓司  5

坂木庸晃  10

桧山建宇  10

光田健児  5

山田喜照  5

羽根田達治 5

廣川和男  10

鈴木京子  6

斉藤昌克  10

浜岡辰紀  2

原靖信   3

渡辺昭雄  2

高 綱

宇佐美稔枝 3

博松太郎  3

生田日常義 10

平田俊紀  5

市川行紀  10

倉持友昭  2

黒子経雄  5

細井千津子 5

卓和子   ,

Jじ岡博   2

北上俊人  5

松田治蝸  10

中村淳   20

堀内知行  10

務台桂子  5

局 12

中沢勲   3

熊沢蕃   10

矢田部禎夫 3

相沢勲   30

熊倉邦彦  2

下弘明   5

荻上寿美子 5

関根宥子  10

局 13

青木泰男  2

安達宏鎮  2

篠忠義   5

稲垣仁義  5

見目昭夫  3

山本章義  6

田中昇次  5

麻生紘二  2

小浜佐紀子 2

山田光子  3

高津幸-  10

戸田一誠  2

戸塚仁史  10

中田捷子  1

星野直子  3

石田徳子  5

平野千枝子 10

佐藤克子  5

局 14

東信彦   10

杉山博司  2

吉田登代子 2

滝沢由紀子 2

渡部殷子  30

高木登茂子 10

市村悦子  2

浦田佐恵子 30

蔵原輝人  5

早川希テ子 5

岡本翼   10

局 15

前久保博± 5

保科欽司  5

松藤洋治  5

八木清文  2

渡辺浩通  2

堀忠雄   5

岡村静枝  2

久保田繁  10

神杉豊子  2

石+野 暗子 ,

浅村洋子  3

局 16

島崎幸子  5

古山靖子  2

大場修-  16

篠原正   10

飯島信枝  5

局 17

篠和夫   5

中村賢二  7

大山美智子 3

奥澤泰-  2

新津恵子  5

伊藤由美  2

高松浩子  1

稲田和子  10

大津徳明  10

後藤絢子  2

案納邦義  10

高見和彦  2

堀江悠子  5

局 18

辻川恵子  2

高橋盈江  2

平林千鶴子 3

平井敬三  5

酒井陽三  10

浅井貴子  10

小山房子  5

高井千恵子 10

角田敬子  5

山田良二  3

青木隆   5

正木達夫  2

小島高志  5

局 19

伊東久美子 2

広田敦子  3

百海緑   2

濱田国夫  2

松島英人  5

金子芳雄  2

松井恒二  2

吉野秀雄  5

鈴木元   2

官原真人  3

にミ  20

依田武男  2

鈴木定子  10

吉田明子  3

池田練太郎 2

菊池素子  10

宇川佐知子 5

土肥暁美  2

源恭子   3

日
'キ
卑    '

小泉啓子  5

柱成子   2

須沼洋   1

中川洋-  3

三上恵只  5

山口達夫  2

寺章夫   2

佐藤博   2

森政-   2

柿木俊久  2

局 21

玉置雄三  2

橋本知子  5

植村久   10

水島美千留 1

宍戸一晴  5

高山繁-  2

平塚いづみ 2

立石和恵  2

今津正   10

井上恵美  3

小山徹   10

田川正人  3

岩城隆就  3

田辺夏樹  3

植松光-  2

矢吹朝子  10

F記  22

土屋正己  5

肥沼年光  3

宮森貴美代 2

石田正-  4

水谷三枝子 2

斎藤健郎  10

に1  23

淵田芳孝  2

平井真人  2

高橋敏彦  5

木村修   2

萩原正俊  2

福田穣   2

木下直美  2

金子優子  2

斉藤尚子  2

信1  24

五十嵐徹  7

中岡佳良子 2

島崎真理子 3

石原信和  3

高部伸   2

山本朗   5

膚1  25

宇多正行  2

吉田寛   4

鳥澤雅   2

岩綿祥際  10

河崎明云  2

柴田正子  2

戸松英子  2

加納達信  2

にも  26

菊地豊   2

斎藤正彦  2

間中順子  5

佐々幸子  2

内藤幸子  2

に1  27

山田克世  3

益村典子  5

浜田和章  2

瓜生道雄  2

木村満美子 2

F亀  28

安藤雅生  3

城口直人  2

木元弘   2

三好康司  2

堀越和雄  5

鈴木亮   4

西澤正博  5

野村敏志  2

F討  29

稲森雅之  2

川島文彦  5

国頭博行  2

梅田利枝  2

吉田玲子  2

長谷川政  5

蟹江慶子  1

長谷川政光  2

大門誠   2

に1  30

鵜名山裕明 6

船津毅   2

丸岡正   2

堀正哉   2

山本孝文  1

小山昭子  5

山崎祐子  5

局 34

尾崎-   2

高瀬浩和  2

矢崎千枝  2

大坪隆明  5

高橋大輔  1

長谷川ひろみ 2

野村麻里  3

にも  32

佐々木道人 2

#野 悟   ,

棟万隆一  :

仲沢浩-  1

武田雅雄  :

1高
33

寺田勉   :

真田寿彦  :

高木由香  :

片山成美  :

塩川敬-  1

1高
34

中山美子  (

橋本直樹  :

田代研   〔

1高
35

前田典昭  (

鈴木啓順  (

依田敦   :

田崎久美子 :

1高
36

伊与部智子 3

綿貫美穂  [

浅見朋子  :

1高
ν
l

栗原千春  ,

大蔵美樹  2

坂 日創     1

大蔵博   2

局  38

片桐慎一郎 2

にも  40

村澤和恵  `

磯野利香  乏

高森泰人  〔

「i  42

長岡聡子  乏

中村匡宏  乏

田中克典  [

山内真   〔

F1  43

加藤和子  2

向山綾子  1

にも  47

星野伸太郎 2

宮阪俊樹  2

F1  52

渡邊大地  ,

井上真理子 '

上村佳希  2

小野靖彦  21

栗林義信  1

仁科和雄  10吉 野文雄  10

野原剛   5 宮崎信吾  10

比嘉高   2 君島輝代  2

平山久雄  3 木村賀久子 2

局  5   
信に 層  :

浅谷衣子  5 岡本正義  3

内田勝久  5松 下彰夫  3

大澤登   2 村野洋司  2

乙葉啓-  3 岩佐光世  10

神戸員-  3 山岸敬司  10

小美戸清  5 吉田敏生  3

斉藤毅   2 今井洋子  5

芝山秀太郎 5安 藤義人  5

鳴正彦   5 上田哲夫  10

高田賢   2 頼末精-  20

橋本正史  2 不日田正美  2

渡辺治雄  3 金子和子  2

市川悦子  3 二宮靖子  3

田中房代  2 関口恒子  2

岡本清子  2 宇田川公子 3

村中通子  10久 内治   10

石原須美子 2 岡崎美代子 3

局 6  譲昇藤量
子
 i

有田二郎  2 カロ瀬照代  2

奨趙
太郎
 :  高 9

廿 屋精 T  2 固 巳 素 子   ,


